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定例理事会の様子

• 2019年度
本会の主な事業計画 他　

２
面

•  新連載 女性アスリートの
今も未来も健やかに①
• コンパス 「名も知れぬ
弱小団体」とは言わせない

３
面

• 海外情報クリップ
•市谷クリニックへようこそ！

４
面

• 知っているようで知らない
性の健康

５
面

• 緊急寄稿
児童虐待防止のために

６
面

• 2019年度
ＪＦＰＡ思春期保健セミナーⓇ

が大きく変わる！ コースⅠ編
７
面

•  産婦人科医による
性の健康教育49
•ピル承認秘話（第13話）

８
面

日本の少子化の原因、医療関係者が男女
の性の悩みに応えるための最新知見を、
各分野の第一人者が解説（５面）

賞状を授与される北村理事長

　
本
会
の
２
０
１
９
年
度
第
２
回
定
例
理
事
会
が
３
月
20
日
に
開
催
さ
れ
、
19
年
度

本
会
事
業
計
画
書
（
案
）
な
ら
び
に
収
支
予
算
書
（
案
）
が
承
認
さ
れ
た
。
以
下

に
、
本
会
の
事
業
計
画
か
ら
主
な
内
容
を
掲
載
す
る
。

Ｓ
Ｒ
Ｈ
Ｒ
諸
課
題
の
改
善
へ

　
１
９
５
４
年
４
月
18
日
に

創
設
さ
れ
た
日
本
家
族
計
画

協
会
は
、
今
年
で
65
年
を
迎

え
る
。
創
設
当
初
は
日
本
家

族
計
画
普
及
会
の
名
称
で
あ

っ
た
が
、
そ
の
日
は
ま
た
、

日
本
家
族
計
画
連
盟
（
２
０

０
２
年
に
解
散
し
事
業
は
本

る
。
「
若
年
（
10
代
）
妊

娠
」
の
割
合
が
著
し
く
高
い

こ
と
も
看
過
で
き
な
い
。
本

会
が
運
動
理
念
と
し
て
掲
げ

て
い
る
「Every Child a 

W
anted Child

」
（
生
ま

れ
て
く
る
子
は
み
な
待
ち
望

ん
で
生
ま
れ
て
く
る
子
）
を

実
現
す
る
こ
と
こ
そ
、
今
日

社
会
問
題
の
一
つ
と
な
っ
て

い
る
子
ど
も
虐
待
の
防
止
に

つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
と
意

を
強
く
し
て
い
る
。
さ
ら

に
、
21
世
紀
の
母
子
保
健
の

取
り
組
み
の
方
向
性
と
目
標

や
指
標
を
提
示
し
て
い
る

「
健
や
か
親
子
21
」
推
進
協

議
会
の
参
加
団
体
と
し
て
、

「
切
れ
目
の
な
い
妊
産
婦
・

乳
幼
児
へ
の
保
健
対
策
」

「
妊
娠
期
か
ら
の
児
童
虐
待

防
止
対
策
」
な
ど
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

緊
急
避
妊
薬
ス
イ
ッ
チ

Ｏ
Ｔ
Ｃ
化
の
是
非

　
一
方
、
人
工
妊
娠
中
絶
届

出
数
が
史
上
最
低
に
な
っ
て

い
る
と
は
い
え
、
「
予
期
し

な
い
妊
娠
／
計
画
し
て
い
な

い
妊
娠
」
で
苦
悩
し
て
い
る

女
性
は
決
し
て
少
な
く
な

い
。
緊
急
避
妊
薬
が
妊
娠
防

止
に
役
立
つ
こ
と
は
今
更
言

う
ま
で
も
な
い
が
、
３
日
以

内
で
の
医
療
機
関
受
診
を
必

要
と
し
て
い
る
こ
と
、
で
き

る
だ
け
速
や
か
な
措
置
が
図

ら
れ
な
い
と
避
妊
効
果
を
減

じ
て
し
ま
う
こ
と
は
間
違
い

の
な
い
事
実
で
あ
る
。
「
予

期
し
な
い
妊
娠
／
計
画
し
て

い
な
い
妊
娠
」
が
女
性
た
ち

の
人
生
に
悲
し
い
陰
を
落
と

し
て
い
る
こ
と
を
考
慮
す
る

と
、
17
年
11
月
以
来
止
ま
っ

た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
緊
急

避
妊
薬
の
ス
イ
ッ
チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ

化
議
論
を
再
開
さ
せ
る
こ
と

が
是
非
と
も
必
要
だ
。
ま

た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
処
方
に
よ

る
緊
急
避
妊
薬
提
供
の
是
非

が
議
論
さ
れ
て
い
る
。
緊
急

避
妊
薬
の
作
用
機
序
な
ど
を

考
慮
す
る
と
、
ス
イ
ッ
チ
Ｏ

Ｔ
Ｃ
化
や
オ
ン
ラ
イ
ン
処
方

に
対
し
て
は
慎
重
に
な
ら
ざ

る
を
得
な
い
こ
と
は
言
う
ま

で
も
な
い
が
、
緊
急
避
妊
薬

の
わ
が
国
へ
の
導
入
に
尽
力

し
、
長
年
に
わ
た
っ
て
緊
急

避
妊
薬
の
使
用
経
験
を
有
し

て
き
た
本
会
と
し
て
は
、
そ

れ
に
伴
う
諸
課
題
の
解
決
に

向
け
た
努
力
を
今
後
と
も
惜

し
ま
な
い
。

　
１
９
６
９
年
12
月
２
日
、

本
会
の
創
立
に
尽
力
し
た
國

井
長
次
郎
は
、
創
立
当
初
を

想
い
「
夜
明
け
前
の
若
い
機

関
車
」
と
い
う
詩
を
書
い
て

い
る
が
、
現
状
は
当
時
と
さ

ほ
ど
変
わ
ら
な
い
「
若
い
機

関
車
」
に
よ
っ
て
経
営
が
支

え
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
今
さ

ら
申
し
上
げ
る
ま
で
も
な

い
。
本
年
は
、
新
し
い
元
号

が
誕
生
す
る
年
。
「
若
い
機

関
車
」
一
同
、
Ｓ
Ｒ
Ｈ
Ｒ
の

向
上
を
脅
か
す
諸
課
題
の
解

決
に
向
け
て
従
前
同
様
果
敢

に
取
り
組
ん
で
参
る
所
存
で

あ
る
。

 

（
２
面
に
続
く
）

　
去
る
３
月
16
日
、
東
京
都

医
師
会
２
階
講
堂
に
お
い

て
、「
平
成
30
年
度
東
京
都
医

師
会
功
労
賞
及
び
医
学
研
究

賞
・
グ
ル
ー
プ
医
学
賞
」
の

表
彰
式
な
ら
び
に
受
賞
記
念

講
演
会
が
執
り
行
わ
れ
た
。

　
本
会
が
事
務
局
を
務
め
る

避
妊
教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

よ
る
「
若
者
へ
の
性
の
健
康

ル
・
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・

ヘ
ル
ス
／
ラ
イ
ツ
（
Ｓ
Ｒ
Ｈ

Ｒ 

／
性
と
生
殖
に
関
す
る

健
康
と
権
利
）
の
改
善
、
改

革
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
課
題
が
山
積
し
て
い

る
。
19
年
度
は
従
前
に
も
増

し
て
わ
が
国
が
抱
え
る
Ｓ
Ｒ

Ｈ
Ｒ
の
課
題
の
改
善
に
積
極

的
に
取
り
組
み
た
い
。

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
積
極
的

接
種
勧
奨
再
開
を

　
子
宮
頸
が
ん
の
一
次
予
防

を
可
能
に
す
る
ヒ
ト
パ
ピ
ロ

ー
マ
ウ
イ
ル
ス
・
ワ
ク
チ

ン
、
所い

わ

謂ゆ
る

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
積
極
的
勧
奨
が
13
年

６
月
以
来
止
ま
っ
た
ま
ま
に

な
っ
て
い
る
こ
と
は
誠
に
憂

慮
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
因

果
関
係
は
明
確
で
な
い
と
は

い
え
、
副
反
応
が
疑
わ
れ
て

悩
ん
で
お
ら
れ
る
方
々
が
い

る
こ
と
は
事
実
で
あ
り
、
彼

ら
に
対
し
て
限
り
を
尽
く
し

て
、
医
療
的
、
精
神
的
、
経

済
的
サ
ポ
ー
ト
を
惜
し
ん
で

は
い
け
な
い
。
そ
の
一
方

で
、
最
近
、
国
内
外
に
お
い

て
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

よ
っ
て
、
子
宮
頸
が
ん
の
前

が
ん
病
変
の
発
生
率
を
低
下

さ
せ
る
と
い
う
疫
学
デ
ー
タ

が
続
々
と
発
表
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
可
及
的
速
や
か

に
積
極
的
な
接
種
再
開
を
願

わ
ず
に
は
お
れ
な
い
。
近
い

将
来
に
向
け
て
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ

ク
チ
ン
の
積
極
的
な
接
種
と

子
宮
頸
が
ん
検
診
を
徹
底
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
子
宮
頸
が

ん
の
撲
滅
を
実
現
し
た
い
。

児
童
虐
待
防
止
に
尽
力

　
国
の
専
門
委
員
会
が
発
表

し
て
い
る
「
子
ど
も
虐
待
に

よ
る
死
亡
事
例
等
の
検
証
結

果
」
に
よ
れ
ば
、
心
中
以
外

の
子
ど
も
虐
待
に
よ
る
死
亡

例
の
問
題
と
し
て
は
、
「
予

期
し
な
い
妊
娠
／
計
画
し
て

い
な
い
妊
娠
」
が
最
も
多

く
、
「
妊
婦
健
診
未
受
診
」

「
母
子
健
康
手
帳
の
未
交

付
」
「
遺
棄
」
と
な
っ
て
い

会
が
継
承
）
の
発
足
大
会
が

東
京
・
虎
の
門
の
当
時
の
共

済
会
館
で
行
わ
れ
た
日
で
も

あ
っ
た
。

　
あ
れ
か
ら
60
有
余
年
の
月

日
が
流
れ
、
運
動
団
体
と
し

て
の
主
義
主
張
を
明
確
に
す

る
た
め
の
機
関
紙
も
「
家
族

計
画
」
か
ら
「
家
族
と
健

康
」
と
改
題
さ
れ
、
本
年
３

月
に
は
７
８
０
号
を
発
行
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
間

１
号
の
欠
号
も
な
く
発
行
し

続
け
ら
れ
た
こ
と
は
、
本
会

に
と
っ
て
大
き
な
誇
り
と
な

っ
て
い
る
。
し
か
し
、
草
創

期
を
生
き
た
先
達
ら
が
、
さ

ま
ざ
ま
な
妨
害
を
物
と
も
せ

ず
に
、
わ
が
国
の
家
族
計
画

運
動
の
黎れ

い

明め
い

期
を
切
り
開
か

れ
た
よ
う
に
、
今
を
任
さ
れ

て
い
る
わ
れ
わ
れ
に
も
脅
か

さ
れ
て
い
る
セ
ク
シ
ュ
ア

教
育
の
実
践
と
外
来
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
」

が
高
く
評
価
さ
れ
、

「
東
京
都
医
師
会
グ
ル

ー
プ
医
学
賞
」
の
受
賞

が
決
定
し
た
こ
と
に
つ

い
て
は
先
月
号
に
て
既

報
の
通
り
。

　
避
妊
教
育
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
世
話
人
代
表
で

あ
る
北
村
邦
夫
本
会
理
事
長

が
、
東
京
都
医
師
会
の
尾
﨑

治
夫
会
長
か
ら
賞
状
を
授
与

さ
れ
た
。

　
記
念
講
演
で
は
、
２
０
０

５
年
の
発
足
当
初
か
ら
の
勉

強
会
、
学
会
等
で
の
活
躍
の

様
子
を
記
録
写
真
で
披
露
。

ま
た
メ
ン
バ
ー
が
所
属
す
る

施
設
で
の
経
口
避
妊
薬
処
方

数
が
全
国
的
に
見
て
も
い
か

に
多
い
か
な
ど
の
デ
ー
タ

や
、
入
学
、
転
勤
に
伴
う
患

者
紹
介
の
事
例
な
ど
、
地
域

に
お
け
る
メ
ン
バ
ー
の
活
躍

と
全
国
に
ま
た
が
る
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
築
か
れ
た
意
義
を

語
っ
た
。

リ
プ
ロ・ヘ
ル
ス
の
さ
ら
な
る
向
上
へ

２
０
１
９
年
度
事
業
計
画
書（
案
）・
収
支
予
算
書（
案
）承
認

東
京
都
医
師
会
グ
ル
ー
プ
医
学
賞

北
村
本
会
理
事
長
が
受
賞
記
念
講
演

※クリックすると各ページにジャンプします
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（
１
面
の
続
き
）

Ｊ
Ｆ
Ｐ
Ａ
品
質
の
構
築

　
近
年
、
健
康
寿
命
の
延
伸

に
向
け
た
取
り
組
み
が
大
き

く
注
目
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

潮
流
の
中
で
本
会
の
諸
活
動

に
つ
い
て
も
、
現
役
世
代
か

ら
始
め
る
健
康
づ
く
り
や
高

齢
者
の
介
護
予
防
、
医
療
資

源
の
有
効
活
用
な
ど
に
対
す

る
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
必

要
と
な
っ
て
き
て
い
る
。
２

０
１
９
年
度
も
引
き
続
き

「
収
益
力
の
強
化
」
、
「
事

業
効
率
化
」
を
目
標
に
、
全

事
業
を
通
じ
『
Ｊ
Ｆ
Ｐ
Ａ
品

質
』
を
構
築
し
、
事
業
の

「
質
」
「
信
頼
」
「
サ
ー
ビ

ス
」
を
向
上
さ
せ
た
い
。

主
な
事
業

Ⅰ　
公
益
目
的
事
業

①
調
査
・
研
究

　
「
男
女
の
生
活
と
意
識

に
関
す
る
調
査
」
の
調
査

結
果
を
集
計
分
析
す
る
。

ま
た
、
次
回
第
９
回
調
査

（
21
年
度
予
定
）
の
準

備
・
調
整
を
行
う
。

②
相
談

　
避
妊
や
思
春
期
の
子
ど

も
た
ち
の
性
の
悩
み
に
応

え
る
た
め
の
思
春
期
・
Ｆ

Ｐ
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
、
東
京

都
委
託
に
よ
る
「
東
京
都

不
妊
・
不
育
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
」
を
実
施
す
る
。

③
啓
発

　
妊
産
婦
向
け
に
、
産
後

の
健
康
と
家
族
計
画
、
新

生
児
期
の
育
児
の
ポ
イ
ン

ト
を
解
説
し
た
啓
発
用
冊

子
「
妊
娠
中
か
ら
考
え
る

お
産
の
あ
と
の
あ
な
た
と

赤
ち
ゃ
ん
の
健
康
」
を

（
公
社
）
日
本
産
婦
人
科

医
会
の
協
力
を
得
て
制
作

し
、
市
区
町
村
・
医
療
機

関
・
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
企

業
等
を
通
じ
て
無
料
配
布

す
る
。

④
表
彰

　
健
や
か
親
子
21
全
国
大

会
（
母
子
保
健
家
族
計
画

全
国
大
会
）
に
お
い
て
、

母
子
保
健
・
家
族
計
画
の

領
域
に
お
い
て
多
大
な
功

績
を
あ
げ
た
者
に
対
し

て
、
そ
の
功
績
を
称
え
て

「
日
本
家
族
計
画
協
会
会

長
表
彰
」
を
授
与
す
る
。

　
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・

ヘ
ル
ス
、
中
で
も
家
族
計

画
・
避
妊
の
専
門
的
な
分

野
で
活
躍
し
て
い
る
第
一

人
者
に
対
し
、
そ
の
功
績

を
称
え
て
「
第
23
回
松
本

賞
」
を
贈
呈
す
る
。

⑤
全
国
大
会

　
主
催
団
体
の
一
つ
と
し

て
健
や
か
親
子
21
全
国
大

会
（
母
子
保
健
家
族
計
画

全
国
大
会
）
の
企
画
、
運

営
を
行
う
。
ま
た
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
一
部
と
し
て
家
族

計
画
研
究
集
会
を
開
催
す

る
。

⑥ 

ブ
ロ
ッ
ク
別
母
子
保
健
事

業
研
修
会

　
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・

ヘ
ル
ス
を
中
心
と
し
た
テ

ー
マ
で
、
開
催
県
と
本
会

の
共
催
、
厚
生
労
働
省
・

（
公
社
）日
本
助
産
師
会
の

後
援
に
よ
り
開
催
す
る
。

⑦
国
際
協
力

　
国
際
家
族
計
画
連
盟

　
本
会
が
厚
生
労
働
省
子
ど

も
家
庭
局
母
子
保
健
課
よ
り

受
託
し
た
「
母
子
保
健
指
導

者
養
成
に
係
る
広
報
啓
発
一

式
業
務
」
が
、
こ
の
ほ
ど
終

了
し
た
。

　
本
事
業
は
、
主
に
研
修
を

通
じ
て
、
母
子
保
健
に
関
し

て
の
専
門
性
を
十
分
に
有
す

る
指
導
者
を
養
成
し
て
い
く

こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
。

平
成
30
年
度
は
、
７
テ
ー

に
各
会
場
で
積
極
的
な
討
議

が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

　
こ
の
他
、
妊
産
婦
の
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
を
特
集
し

た
「
母
子
保
健
情
報
誌
」
第

４
号
を
発
刊
。
産
婦
人
科
医

や
精
神
科
医
に
ご
執
筆
い
た

だ
き
、
よ
り
専
門
性
の
高
い

内
容
と
な
っ
た
。
ま
た
、
多

く
の
事
例
紹
介
を
通
じ
て
多

機
関
・
多
職
種
の
連
携
の
必

要
性
を
訴
え
、
ま
さ
に
特
集

に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
と
な
っ

た
。
都
道
府
県
や
市
区
町
村

な
ど
、
全
国
約
３
９
０
０
か

所
の
関
係
機
関
に
送
付
し

た
。

　
各
研
修
資
料
や
母
子
保
健

情
報
誌
の
内
容
は
、
左
記
の

特
設
サ
イ
ト
で
ご
覧
い
た
だ

け
る
。http://www.jfpa.

info/boshi/archives/
index.htm

l

マ
・
19
回
の
研

修
を
開
催
し
、

延
べ
１
８
３
８

人
が
参
加
し
た

（
表
）
。

　
こ
の
う
ち
、

給
食
・
食
育
を

題
材
と
し
た
研

修
は
今
回
か
ら

新
た
に
同
事
業

に
追
加
さ
れ
た

も
の
で
、
保
育

所
な
ど
の
給
食

担
当
者
を
中
心

東
・
東
南
ア
ジ
ア
・
大
洋

州
地
域
事
務
局
会
議
へ
の

出
席
。

Ⅱ　

 

リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ･

ヘ
ル
ス
推
進
事
業

①
機
関
紙
の
発
行

　
機
関
紙「
家
族
と
健
康
Ⓡ
」

を
発
行
・
配
布
す
る
。

②
指
導
者
養
成

　
女
性
医
療
セ
ミ
ナ
ー
、

指
導
者
の
た
め
の
避
妊
と

性
感
染
症
予
防
セ
ミ
ナ

ー
、
受
胎
調
節
実
地
指
導

員
認
定
講
習
会
、Ｊ
Ｆ
Ｐ
Ａ

思
春
期
保
健
セ
ミ
ナ
ー
Ⓡ
、

思
春
期
と
法
律
、
思
春
期

保
健
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
、

生
き
る
た
め
の
心
の
教
育

セ
ミ
ナ
ー
、
性
の
多
様
性

を
学
ぶ
セ
ミ
ナ
ー
、
ピ
ア

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
セ
ミ
ナ

ー
、
遺
伝
が
わ
か
る
セ
ミ

ナ
ー
、
切
れ
目
の
な
い
妊

娠
・
出
産
・
育
児
支
援
の

た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
、
お
母

さ
ん
と
子
ど
も
の
元
気
セ

ミ
ナ
ー
、
マ
マ
と
赤
ち
ゃ

ん
の
健
康
サ
ポ
ー
ト
セ
ミ

ナ
ー
、
災
害
時
の
妊
産
婦

支
援
セ
ミ
ナ
ー
、
小
児
ア

レ
ル
ギ
ー
を
学
ぶ
セ
ミ
ナ

ー
、
女
性
の
た
め
の
運
動

指
導
セ
ミ
ナ
ー
、
働
く
女

性
の
健
康
づ
く
り
セ
ミ
ナ

ー
、
性
の
健
康
セ
ミ
ナ

ー
、
自
己
効
力
感
（
セ
ル

フ
エ
フ
ィ
カ
シ
ー
）
を
活

か
す
健
康
教
育
セ
ミ
ナ

ー
、
保
健
指
導
力
プ
ラ
ス

ワ
ン
セ
ミ
ナ
ー
、
栄
養
指

導
を
結
果
に
つ
な
げ
る
セ

ミ
ナ
ー
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
セ
ミ
ナ
ー
、
ロ
コ
モ
対

策
！
タ
オ
ル
体
操
マ
ス
タ

ー
コ
ー
ス
、
行
動
変
容
実

践
の
た
め
の
保
健
指
導
者

養
成
セ
ミ
ナ
ー
、
デ
ー
タ

ヘ
ル
ス
計
画
推
進
セ
ミ
ナ

ー
、
睡
眠
保
健
指
導
セ
ミ

ナ
ー
、
聴
き
上
手
に
な

る
！
積
極
的
傾
聴
を
学
ぶ

セ
ミ
ナ
ー
、
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
対
策
と
し
て
職
場
環

境
改
善
に
取
り
組
む
保
健

師
養
成
セ
ミ
ナ
ー
、
子
育

て
と
仕
事
の
両
立
生
活
支

援
セ
ミ
ナ
ー
、
保
健
師
パ

ワ
ー
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
、

薬
剤
師
の
た
め
の
避
妊
指

導
セ
ミ
ナ
ー
、
歯
科
保
健

セ
ミ
ナ
ー
、
対
象
者
の
心

を
く
す
ぐ
る
ガ
ッ
テ
ン
北

折
塾
（
セ
ミ
ナ
ー
）
、
高

齢
者
の
た
め
の
健
康
支
援

セ
ミ
ナ
ー
等
を
開
催
す

る
。

③ 

国
内
外
の
関
係
機
関
と
の

協
力

　
国
際
機
関
・
関
連
団
体

へ
の
協
力
、
海
外
来
訪
者

の
受
け
入
れ
等
を
行
う
。

④ 

家
族
計
画
研
究
セ
ン
タ
ー

ク
リ
ニ
ッ
ク
活
動

　
思
春
期
ク
リ
ニ
ッ
ク
の

運
営
、
電
話
相
談
の
実
施

等
を
行
う
。

⑤ 

教
材
の
企
画・制
作・頒
布

　
教
材
の
制
作
と
頒
布
、

葉
酸
の
普
及
啓
発
、
ヘ
ル

ス
ケ
ア
用
品
の
頒
布
等
を

行
う
。

⑥
そ
の
他

　
公
衆
衛
生
委
員
会
、
研

究
倫
理
審
査
委
員
会
の
開

催
、
国
民
運
動
「
健
や
か

親
子
21
（
第
２
次
）
」
の

推
進
、
中
高
年
女
性
保
健

の
啓
発
、
産
後
の
性
生
活

の
支
援
等
を
行
う
。

Seminar Information
　
１
９
９
９
年
度
か
ら
毎
年
開
催

し
て
い
る
「
指
導
者
の
た
め
の
避

妊
と
性
感
染
症
予
防
セ
ミ
ナ
ー
」。

２
０
１
１
年
度
か
ら
は
「
Ｓ
Ｒ
Ｈ

（
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
リ
プ
ロ
ダ
ク

テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
）セ
ミ
ナ
ー
」と

併
記
し
て
、
恋
愛
・
性
交
・
避
妊
・

妊
娠
・
中
絶
・
性
感
染
症
・
出
産
・

不
妊
・
育
児
と
幅
広
い
テ
ー
マ
を

軸
に
、
昨
年
度
ま
で
に
１
５
４
回

の
セ
ミ
ナ
ー
を
終
了
し
ま
し
た
。

　
19
年
度
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
は
、

「
プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
・
ヘ
ル

ス
・
ケ
ア
（Preconception 

Health Care

：
Ｐ
Ｈ
Ｃ
）
を
考

え
る
」
。
晩
婚
化
、
晩
産
化
が
進

む
中
、
個
人
の
選
択
の
結
果
で
あ

る
と
は
い
え
、
「
産
み
た
い
と
き

に
産
め
る
」
と
い
う
人
生
設
計
が

と
も
す
る
と
狂
わ
さ
れ
て
し
ま
う

こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
こ
の

よ
う
な
時
代
背
景
も
あ
っ
て
、
プ

レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
・
ヘ
ル
ス
・

ケ
ア
は
、
従
来
に
も
増
し
て
重
要

な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
米
国
疾
病
対
策
セ
ン
タ
ー
（
Ｃ

Ｄ
Ｃ
）
は
、
Ｐ
Ｈ
Ｃ
と
は
い
ず
れ

子
ど
も
を
持
ち
た
い
と
考
え
て
い

る
男
女
に
、
現
在
の
自
身
の
健
康

に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
を

意
味
し
て
い
る
と
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
、
ま
た
、
近
い
将
来
生
ま

れ
る
か
も
し
れ
な
い
子
ど
も
の
健

康
を
守
る
だ
け
で
な
く
、
子
ど
も

指
導
者
の
た
め
の
避
妊
と
性
感
染
症
予
防

セ
ミ
ナ
ー（
Ｓ
Ｒ
Ｈ
セ
ミ
ナ
ー
）開
催
の
ご
案
内

₂₀₁₉年度

プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
・
ヘ
ル
ス
・
ケ
ア
を
考
え
る

を
持
つ
か
持
た
な
い
か
に
か
か
わ

ら
ず
、
全
て
の
男
女
の
健
康
の
保

持
増
進
に
役
立
ち
ま
す
。

　
講
義
Ⅰ
で
は
「
プ
レ
コ
ン
セ
プ

シ
ョ
ン
・
ヘ
ル
ス
・
ケ
ア
と
は
」

と
題
し
、
今
の
時
代
な
ぜ
Ｐ
Ｈ
Ｃ

が
必
要
な
の
か
を
総
論
と
し
て
お

話
し
い
た
だ
き
ま
す
。
講
義
Ⅱ

「
Ｏ
Ｃ
／
Ｌ
Ｅ
Ｐ
が
プ
レ
コ
ン
セ

プ
シ
ョ
ン
・
ヘ
ル
ス
・
ケ
ア
に
果

た
す
役
割
と
は
」
は
、
診
療
現
場

で
の
具
体
的
な
事
例
を
交
え
な
が

ら
、
避
妊
や
月
経
関
連
疾
患
の
予

防
に
有
用
な
Ｏ
Ｃ
／
Ｌ
Ｅ
Ｐ
を
取

り
上
げ
ま
す
。
講
義
Ⅲ
の
「
婦
人

科
疾
患
の
予
防
と
プ
レ
コ
ン
セ
プ

シ
ョ
ン
・
ヘ
ル
ス
・
ケ
ア
」
は
、

受
　
　
付

開
　
　
会

講義Ⅰ

プレコンセプ
ション・ヘル
ス・ケアとは

休
　
　
憩

講義Ⅱ

OC/LEPがプレコ
ンセプション・
ヘルス・ケアに
果たす役割とは

昼
　
　
食

講義Ⅲ

婦人科疾患の予
防とプレコンセ
プション・ヘル
ス・ケア

休
　
　
憩

質疑応答

プレコンセプ
ション・ヘル
ス・ケアを考
える

閉
　
　
会

回次 開催地
日　程 定員 会場 講義Ⅰ 講義

Ⅱ 講義Ⅲ まとめ

第155回 東京
6/22㈯ 200

御茶ノ水ソラシティカンファレンスセンター
〒101-0062　東京都千代田区神田駿河台4-6
TEL：03-6206-4855

荒田　尚子

北
村
　
邦
夫

池田裕美枝 荒田・北村・
池田

第156回 仙台
7/20㈯ 150

仙台国際センター
〒980-0856　仙台市青葉区青葉山無番地
TEL：022-265-2211

佐藤　雄一 井上真智子 佐藤・北村・
井上

第157回 富山
8/3㈯ 150

スカイインテック　タワー111
〒930-0856　富山市牛島新町5-5
TEL：076-432-1414

前田　恵理 上田　　豊 前田・北村・
上田

第158回 宮崎
9/28㈯ 150

KITEN8階コンベンションホール
〒880-0811　宮崎市錦町1-10
TEL：0985-78-5810

荒田　尚子 高村　一紘 荒田・北村・
高村

第159回 札幌
10/26㈯ 150

TKPガーデンシティ札幌駅前
〒060-0002　札幌市中央区北2条西2丁目19番
TEL：011-600-2609

前田　恵理 近藤　一成 前田・北村・
近藤

第160回 福岡
11/30㈯ 150

パピヨン24ガスホール　
〒812-0044　福岡市博多区千代1-17-1
TEL：092-633-2222

三戸　麻子 蓮尾　　豊 三戸・北村・
蓮尾

第161回 名古屋
12/21㈯ 150

名古屋コンベンションホール
〒453-0872　名古屋市中村区平池町4-60-12
TEL：052-433-1488

伊藤　雄二 中西美紗緒 伊藤・北村・
中西

第162回 大阪
2/15㈯ 150

大阪国際交流センター
〒543-0001　大阪市天王寺区上本町8-2-6
TEL：06-6772-6729

荒田　尚子 上田　　豊 荒田・北村・
上田

荒田　尚子（ 国立成育医療研究センター周産期・母性診療セ
ンター母性内科診療部長）

池田裕美枝（ 京都大学大学院医学研究科社会健康医学系健康
情報学分野医学博士課程）

伊藤　雄二（ 地域医療振興協会総合診療産婦人科養成センタ
ー長／市立恵那病院副管理者・産婦人科部長）

井上真智子（浜松医科大学地域家庭医療学講座特任教授）
上田　　豊（ 大阪大学大学院医学系研究科産科学婦人科学教

室講師）

北村　邦夫（ 一般社団法人日本家族計画協会理事長／家族計
画研究センター所長）

近藤　一成（NTT東日本関東病院産婦人科主任医長）
佐藤　雄一（産科婦人科舘出張佐藤病院院長）
高村　一紘（ 宮崎県立宮崎病院産婦人科・地域医療科医長）
中西美紗緒（ 国立国際医療研究センター病院産婦人科医師）
蓮尾　　豊（あおもり女性ヘルスケア研究所所長）
前田　恵理（ 秋田大学大学院医学系研究科環境保健学講座講師）
三戸　麻子（ 国立成育医療研究センター周産期・母性診療セン

ター母性内科医員・慶應義塾大学非常勤講師）

●講　師●（五十音順・敬称略）

●プログラム●
9:30 9:40 10:50 12:10 14:2011:00 13:10 14:35 16:00

●日程・開催地・担当講師●

主催：一般社団法人 日本家族計画協会　後援：公益社団法人 日本助産師会

医師、薬剤師、保健師、助産師、看護師、養護教諭、看護教員、教職員、カウンセラー、他（教育・福祉関係者等）
●対象者●

●受講料●
各会場とも5,000円（税別）。思春期保健相談士®は、各会場とも3,000円（税別）。
「学校一括申込」の場合、教員・学生とも3,000円（税別）。（専用申込書あり。お持ちでない方はお問い合わせください）

CDCによるPHCのポイント
１．妊娠計画を立てて行動する
２．医療機関との関わりを持つ
３．毎日400㎍の葉酸を摂取する
４．飲酒、喫煙、薬物などを中止する
５．有害物質や環境汚染物質から身を守る
６．適正体重を維持する
７．暴力を受けていないか
８．家族歴を知る
９．精神的な健康問題はないか
10． 以上の準備ができたら妊娠を計画し、

妊娠期間を健康的に過ごそう

妊に
ん

孕よ
う

力
を
低
下
さ
せ
る
婦
人
科
疾

患
、
例
え
ば
急
増
す
る
梅
毒
な
ど

性
感
染
症
予
防
と
そ
の
治
療
、
コ

ン
ド
ー
ム
の
有
効
性
、
子
宮
頸
が

ん
検
診
と
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
、
Ｈ

Ｂ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
、
乳
が
ん
、
妊
娠

合
併
症
な
ど
、
妊
娠
前
、
妊
娠

中
、
出
産
に
際
し
て
の
問
題
な
ど

を
中
心
に
講
義
い
た
だ
き
ま
す
。

　
ま
た
、
全
国
８
会
場
分
が
１
冊

の
テ
キ
ス
ト
に
な
っ
て
い
る
た

め
、
参
加
し
な
い
講
師
の
レ
ジ
ュ

メ
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

平成30年度
母子保健指導者養成研修 開催実績

研修会名 開催日 開催地 受講者数
「健やか親子21（第2次）」
と母子保健情報の利活用につ
いての研修

7月30日㈪ 福岡 23人
8月24日㈮ 東京 73人
9月14日㈮ 大阪 54人

育てにくさを感じる親に寄り
添う支援についての研修

7月13日㈮ 仙台 65人
7月20日㈮ 福岡 79人

「子どもの心の診療医」養成
研修 12月16日㈰ 東京 143人

不妊・不育相談支援研修
8月10日㈮ 福岡 38人
8月14日㈫ 東京 46人

「子育て世代包括支援センタ
ー」における妊産婦等の継続
的な状況の把握と支援プラン
策定についての研修

8月6日㈪ 仙台 100人
10月3日㈬ 福岡 98人
10月9日㈫ 東京 108人
10月29日㈪ 愛媛 56人
11月27日㈫ 福井 69人

妊産婦のメンタルヘルスと産
後ケア事業に関する研修

8月22日㈬ 大阪 114人
9月8日㈯ 東京 93人

児童福祉施設給食関係者研修
（食育の推進のための関係者
研修）

10月10日㈬ 宇都宮 101人
10月19日㈮ 長野 121人
11月8日㈭ 大分 175人
11月30日㈮ 和歌山 282人

厚
生
労
働
省 

子
ど
も
家
庭
局 

母
子
保
健
課
か
ら
の

平
成
30
年
度
受
託
事
業
終
了

本
会
の
主
な
事
業
計
画

２
０
１
９
年
度

https://jfpa.jp/seminar/sem/top.php
https://jfpa.jp/seminar/sem/top.php
http://www.jfpa.info/boshi/archives/index.html
http://www.jfpa.info/boshi/archives/index.html
http://www.jfpa.info/boshi/archives/index.html
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Seminar Information

　
ま
だ
ま
だ
先
、
と
思
っ
て

い
た
東
京
五
輪
も
、
気
付
け

ば
も
う
来
年
。
日
本
人
で
初

め
て
第
５
回
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル

ム
大
会（
１
９
１
２
年
）に
出

場
し
た
金
栗
四し

三そ
う

が
主
人
公

の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
い

だ
て
ん
」
を
楽
し
み
に
ご
覧

の
方
も
多
い
で
し
ょ
う
。
そ

れ
で
は
ク
イ
ズ
で
す
。
日
本

人
女
性
で
初
め
て
五
輪
に
参

加
し
た
の
は
誰
？
…
正
解
は

人
見
絹
枝
さ
ん
。
第
９
回
ア

ム
ス
テ
ル
ダ
ム
大
会
（
28

年
）
に
た
だ
一
人
出
場
し
、

陸
上
８
０
０
㍍
で
銀
メ
ダ
ル

を
獲
得
し
て
い
ま
す
。

　
近
代
五
輪
は
１
８
９
６

年
、
第
１
回
大
会
が
古
代
五

輪
に
倣
い
ギ
リ
シ
ャ
・
ア
テ

ネ
に
お
い
て
男
子
の
み
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
第
２
回
パ

リ
大
会
（
１
９
０
０
年
）
で

テ
ニ
ス
、
ゴ
ル
フ
に
女
子
の

参
加
が
認
め
ら
れ
て
以
降
、

他
の
競
技
も
徐
々
に
女
性
に

「
解
禁
」さ
れ
て
い
き
ま
す
。

　
特
に
時
間
が
か
か
っ
た
の

は
格
闘
技
で
す
。
第
25
回
バ

ル
セ
ロ
ナ
大
会（
92
年
）の
柔

道
を
皮
切
り
に
、
第
27
回
シ

ド
ニ
ー
大
会（
２
０
０
０
年
）

で
テ
コ
ン
ド
ー
、
第
28
回
ア

テ
ネ
大
会（
04
年
）で
レ
ス
リ

ン
グ
、
そ
し
て
つ
い
最
近
、

第
30
回
ロ
ン
ド
ン
大
会
（
12

年
）
で
ボ
ク
シ
ン
グ
が
正
式

種
目
と
な
り
、
よ
う
や
く
全

て
の
競
技
が
男
女
共
通
で
行

わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

（
野
球（
男
）―
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル（
女
）、新
体
操（
女
の
み
）

　
東
京
五
輪
を
控
え
ス
ポ
ー
ツ
熱
が
高
ま
る
一
方
、
女
性
選
手
の
健
康
へ
の
意
識
は

完
全
に
は
浸
透
し
て
い
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
こ
の
分
野
の
第
一
人
者
で
あ
る
江
夏
亜

希
子
氏
に
、
今
号
か
ら
６
回
に
わ
た
り
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

（
編
集
部
）

と
い
う
例
外
あ
り
）
。

　
ち
な
み
に
冬
季
大
会
で

は
、
第
22
回
ソ
チ
大
会
（
14

年
）
で
女
子
ス
キ
ー
・
ジ
ャ

ン
プ
が
正
式
種
目
に
な
っ
た

の
は
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ

で
す
が
、
昨
年
の
第
23
回
平

ピ
ョ
ン

昌チ
ャ
ン大
会
で
も
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク

複
合
が
男
子
の
み
で
行
わ

れ
、「
全
競
技
で
男
女
共
通
」

は
残
念
な
が
ら
ま
だ
実
現
し

て
い
ま
せ
ん
。

　
１
９
７
０
年
生
ま
れ
の
私

は
、
こ
ん
な
「
女
性
ス
ポ
ー

ツ
解
禁
の
歴
史
」
を
肌
で
感

じ
な
が
ら
育
ち
ま
し
た
。
子

ど
も
の
こ
ろ
、
女
性
が
で
き

る
ス
ポ
ー
ツ
は
明
ら
か
に
限

ら
れ
て
お
り
、
年
子
の
兄
が

し
て
い
た
柔
道
や
野
球
は

「
女
の
子
ら
し
く
な
い
」
と

い
う
理
由
で
却
下
。
選
択
で

き
る
の
は
せ
い
ぜ
い
五
輪
で

行
わ
れ
て
い
る
競
技
の
み
。

　
そ
の
中
か
ら
水
泳
を
選

び
、
本
格
的
に
泳
ぎ
始
め
た

中
学
２
年
の
夏
、
第
23
回
ロ

サ
ン
ゼ
ル
ス
大
会
（
84
年
）

が
開
催
さ
れ
、
テ
レ
ビ
の
中

の
華
や
か
な
世
界
に
憧
れ
て

ス
ポ
ー
ツ
ド
ク
タ
ー
を
志
す

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ

で
正
式
種
目
と
な
っ
た
の
が

新
体
操
、
シ
ン
ク
ロ
ナ
イ
ズ

ド
ス
イ
ミ
ン
グ
（
現
在
は
ア

ー
テ
ィ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
イ
ミ

ン
グ
）
、
そ
し
て
女
子
マ
ラ

ソ
ン
と
い
う
、
現
在
で
は

「
女
性
の
花
形
種
目
」
と
さ

れ
る
競
技
で
し
た
。

　
マ
ラ
ソ
ン
に
つ
い
て
は

「
女
性
が
42
・
１
９
５
㌔
㍍

を
走
る
な
ん
て
大
丈
夫
か
」

と
誰
も
が
お
っ
か
な
び
っ
く

り
の
中
、
翌
85
年
、
印
象
的

な
出
来
事
が
起
こ
り
ま
す
。

第
７
回
東
京
国
際
女
子
マ
ラ

ソ
ン
で
、
レ
ー
ス
中
に
月
経

が
始
ま
っ
て
し
ま
っ
た
東
独

（
当
時
）
の
ワ
イ
ン
ホ
ル
ト

選
手
が
ラ
ン
ニ
ン
グ
パ
ン
ツ

を
赤
い
血
で
染
め
な
が
ら
２

位
で
ゴ
ー
ル
し
た
の
で
す
。

そ
の
姿
は
「
感
動
の
ゴ
ー

ル
」
「
女
の
意
地
」
な
ど
と

報
じ
ら
れ
ま
し
た
が
、
異
国

で
そ
ん
な
姿
を
衆
目
に
さ
ら

さ
れ
た
彼
女
の
気
持
ち
は
ど

ん
な
も
の
だ
っ
た
で
し
ょ

う
。
当
時
か
ら
強
い
月
経
痛

に
悩
み
、
月
経
が
試
合
に
当

た
る
こ
と
を
不
安
に
思
っ
て

い
た
自
分
に
と
っ
て
、
と
て

も
他
人
事
と
思
え
な
か
っ
た

の
が
、
後
に
産
婦
人
科
を
選

ぶ
一
因
と
な
り
ま
し
た
。

　
あ
れ
か
ら
30
年
余
り
。
女

性
ア
ス
リ
ー
ト
の
活
躍
が
当

た
り
前
に
な
り
、
一
般
女
性

で
も
マ
ラ
ソ
ン
を
楽
し
め
る

時
代
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の

一
方
、「
生
理
休
暇
」が
法
律

で
認
め
ら
れ
る
稀け

有う

な
国
で

あ
る
わ
が
国
で
は
、
「
生
理

中
に
ス
ポ
ー
ツ
な
ん
て
！
」

と
思
っ
て
い
る
人
は
今
で
も

少
な
く
な
い
よ
う
で
す
。

　
女
性
が
安
心
し
て
ス
ポ
ー

ツ
を
楽
し
み
、
活
躍
で
き
る

に
は
、
何
に
注
意
す
べ
き
な

の
か
。
分
か
っ
て
き
た
知
見

を
ま
と
め
て
い
き
ま
す
。

　
発
足
大
会
に
は
、
國
井
を

は
じ
め
本
会
の
創
設
に
関
わ

っ
た
先
達
ら
数
名
が
花
冷
え

の
雨
が
降
り
し
き
る
会
場
の

入
口
で
、
機
関
紙
「
家
族
計

画
」
（
現
在
の
「
家
族
と
健

康
」
）
の
第
１
号
を
参
会
者

た
ち
に
配
っ
た
と
の
記
録
が

あ
る
。
な
ぜ
雨
の
降
り
し
き

る
中
で
機
関
紙
を

配
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
の

か
。
そ
れ
は
、
連

盟
の
大
会
に
参
加
し
て
い
た

方
々
に
と
っ
て
は
、
名
も
知

れ
ぬ
弱
小
団
体
の
関
係
者
が

建
物
の
中
に
入
っ
て
印
刷
物

を
配
る
こ
と
な
ど
、
と
ん
で

も
な
い
こ
と
だ
っ
た
か
ら
だ

と
い
う
。

　
そ
れ
以
来
、
機
関
紙
は
１

号
の
欠
号
も
な
い
ま
ま
、
今

月
は
第
７
８
１
号
と
な
っ
て

い
る
。
フ
ラ
ン
ス
文
学
者
で

も
あ
る
國
井
は
、
「
運
動
団

体
と
し
て
の
主
義
主
張
を
明

確
に
す
る
た
め
に
は
、
機
関

紙
は
運
動
の
先
兵
。
だ
か

ら
、
毎
月
発
行
す
る
こ
と
が

重
要
だ
」
と
常
々
口
に
さ
れ

て
い
た
。

◆ 

第
１
号
か
ら
バ
ッ
ク
ナ
ン

バ
ー
に
目
を
通
し
て

　
「
愛
読
し
て
い
る
よ
」
の

声
に
励
ま
さ
れ
て
、
筆
者
は

昨
年
の
４
月
か
ら
「
ピ
ル
承

認
秘
話
」
の
連
載
を
始
め
て

い
る
。
そ
の
資
料
と
し
て
本

会
の
機
関
紙
に
勝
る
も
の
は

な
く
、第
１
号
か
ら「
ピ
ル
」

と
い
う
文
字
を
追
い
求
め
て

い
る
。
今
号
（
４
月
号
）
で

連
載
は
13
回
を
数
え
る
が
、

い
ま
だ
第
１
２
５
号
（
１
９

６
５
年
８
月
20
日
発
行
）
に

と
ど
ま
っ
て
い
る
こ
と
に
鑑

み
る
と
、
本
会
が
い
か
に
ピ

ル
に
関
心
を
抱
き
、
機
関
紙

で
の
取
り
上
げ
に
積
極
的
で

あ
っ
た
か
が
分
か
る
。

◆ 

外
部
の
協
力
者
に
よ
っ
て

医
学
的
な
基
盤
を
固
め
て

　
「
家
族
計
画
」
第
２
９
９

号
（
79
年
２
月
１
日
発
行
）

で
、
國
井
が
連
載
し
て
い
る

「
え
ふ
ぴ
ー
ぷ
ろ
む
な
あ
ど

（
散
歩
道
）
」
の
冒
頭
、「
久

し
ぶ
り
で
私
は
ゆ
っ
く
り
し

た
気
持
ち
で
こ
と
し
の
正
月

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
」

と
書
い
て
い
る
。
そ
の
理
由

に
つ
い
て
、「
ク
リ
ニ
ッ
ク
を

も
て
た
こ
と
」
「
厚
生
省
か

ら
奨
め
ら
れ
た
形
だ
が
遺
伝

相
談
セ
ン
タ
ー
を
も
て
た
こ

と
」
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
れ

ら
二
つ
の
医
学
的
な
拠
点
を

持
つ
こ
と
で
、
協
会
は
新
し

く
脱
皮
を
計
る
チ
ャ
ン
ス
が

生
ま
れ
た
の
だ
。
お
そ
ら
く

國
井
に
と
っ
て
は
本
会
創
設

以
来
、
練
り
に
練
っ
て
次
の

時
代
へ
の
舵か

じ

取と

り
を
し
て
い

た
に
違
い
な
い
。
本
会
が
わ

が
国
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
家
族

計
画
専
門
家
で
医
学
委
員
会

（
松
本
清
一
委
員
長
）
を
設

置
し
て
、
家
族
計
画
研
究
所

を
設
立
し
た
の
も
ち
ょ
う
ど

そ
の
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
外
部

の
協
力
者
に
よ
っ
て
、
本
会

の
Ｓ
Ｒ
Ｈ
Ｒ
を
推
進
す
る
た

め
の
医
学
的
な
基
盤
が
確
実

に
固
ま
っ
て
き
た

年
で
も
あ
っ
た
。

言
葉
は
悪
い
が
、

「
名
も
知
れ
ぬ
弱

小
団
体
」
な
ど
と
言
わ
れ
る

立
場
に
は
も
う
な
い
。

　
医
師
の
資
格
を
有
す
る
者

と
し
て
、
88
年
４
月
か
ら
本

会
に
加
わ
り
31
年
を
迎
え
て

い
る
。
２
０
１
４
年
の
６
月

か
ら
は
代
表
理
事
と
な
り
、

本
会
の
事
業
、
経
営
な
ど
全

責
任
を
負
う
立
場
に
置
か
れ

て
い
る
。
ふ
と
振
り
返
っ
た

と
き
に
、
果
た
し
て
、
國
井

や
草
創
期
を
生
き
た
先
達
ら

に
恥
じ
る
こ
と
の
な
い
建
設

的
な
仕
事
が
で
き
て
い
る
だ

ろ
う
か
と
不
安
を
抱
く
こ
と

が
少
な
く
な
い
。
そ
ん
な
と

き
、
31
年
前
に
國
井
と
面
接

し
た
と
き
に
向
け
ら
れ
た
言

葉
が
蘇

よ
み
が
えっ

て
く
る
。

　
「
北
村
君
、
金
が
欲
し
か

っ
た
ら
、
う
ち
の
職
員
に
な

る
こ
と
は
や
め
た
方
が
い

い
。
金
が
欲
し
か
っ
た
ら
兜

か
ぶ
と

町ち
ょ
うへ

行
き
た
ま
え
。
良
い
仕

事
を
や
ろ
う
！
　
と
に
か
く

民
衆
か
ら
本
当
に
喜
ば
れ
る

良
い
仕
事
を
や
れ
ば
、
お
金

は
後
か
ら
で
も
つ
い
て
く

る
。
神
様
は
ち
ゃ
ん
と
お
見

通
し
な
の
だ
」

（
本
会
理
事
長
　 

北
村
邦
夫
）

◆ 

65
歳
を
迎
え
る
日
本
家
族

計
画
協
会

　
１
９
５
４
年
４
月
18
日
に

創
設
さ
れ
た
日
本
家
族
計
画

協
会
は
今
月
65
歳
の
誕
生
日

を
迎
え
る
。
そ
の
日
は
、
日

本
家
族
計
画
連
盟
（
２
０
０

２
年
以
降
本
会
が
事
業
を
継

承
）
の
発
足
大
会
の
日
で
も

あ
っ
た
。

　
慶
應
義
塾
大
学
フ
ラ
ン
ス

文
学
出
身
で
あ
り
、
本
会
の

創
設
者
で
も

あ
る
國
井
長

次
郎
が
、
家

族
計
画
運
動

に
足
を
踏
み

入
れ
た
の
は

ち
ょ
う
ど
そ

の
こ
ろ
だ
っ

た
。

「
名
も
知
れ
ぬ
弱
小
団
体
」と
は
言
わ
せ
な
い

COMPASS

子
ど
も
の
健
全
な
発
達
と
は
何
か
？

　
「
子
ど
も
は
大
人
の
親
」
と
い

わ
れ
、
幼
児
期
の
幸
せ
な
思
い
出

は
そ
の
人
を
生
涯
支
え
ま
す
。
今

日
本
で
は
、
子
ど
も
へ
の
虐
待
に

よ
る
痛
ま
し
い
事
件
が
起
き
て
い

ま
す
。
乳
幼
児
期
か
ら
虐
待
、
Ｄ

Ｖ
な
ど
に
さ
ら
さ
れ
る
と
「
発
達

的
ト
ラ
ウ
マ
障
害
」
が
生
じ
、
そ

れ
は
医
療
、
保
育
、
教
育
の
現
場

で
「
発
達
障
害
」
と
混
同
さ
れ
、

混
乱
が
生
じ
て
い
ま
す
。
そ
の
一

方
で
、
か
わ
い
が
ら
れ
て
育
つ
子

ど
も
の
自
己
肯
定
感
は
、
困
難
を

生
き
抜
く
力
（
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
）

を
生
み
出
し
ま
す
。

　
本
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
な
ぜ
「
虐

待
す
る
親
」「
パ
ー
ト
ナ
ー
の
虐

待
を
止
め
な
い
・
止
め
ら
れ
な
い

虐
待
か
ら
子
ど
も
を
守
る

お
母
さ
ん
と
子
ど
も
の
元
気
セ
ミ
ナ
ー

第
₃₁
回

●開催日：2019年7月10日㈬ 13:30～15:30
●定　員：70名（先着順）
●会　場： セミナールーム茅場町 Co-Edo 3F

（東京都中央区新川1-3-4 PAビル3F）
●受講対象 者：保健師、助産師、看護師、保育士、教諭、

臨床心理士、カウンセラー他
●受講料：5,000円（税別）
●講　師： 酒井 道子（公認心理師／慶應義塾大学病院小

児科精神保健班、NPO法人らんふぁんぷらざ、
フォーレ・カウンセリングセンター）

•「児童虐待」とは？
•虐待の世代間伝達
• 虐待が子どもに
およぼす影響
•虐待する親の心理
•質疑応答

プログラム

今後の主なセミナー開催予定表

（相）＝思春期保健相談士Ⓡ

回次 セミナー名 開催地 開催日 受講料（税別）
第38回

栄養指導を結果につなげるセミナー

大阪 6月22日㈯ 10,000
第39回 東京 6月29日㈯ 10,000
第40回 名古屋 7月6日㈯ 10,000
第41回 東京 11月9日㈯ 5,000
第42回 大阪 12月7日㈯ 5,000

NEW 「 切れ目のない母子保健セミナー
周産期メンタルヘルス」

東京 6月30日㈰ 15,000 
大阪 8月24日㈯ 15,000 
広島 9月28日㈯ 15,000 
福岡 11月2日㈯ 15,000 

第7回 メンタルヘルスセミナー 名古屋 7月20日㈯ 10,000
第8回 東京 12月14日㈯ 10,000
第18回 生きるための

心の教育セミナー
ベーシック編

東京
7月27日㈯ 10,000

（相）8,000
第19回 スキルアップ編 11月9日㈯ 15,000
第20回 2月1日㈯ 15,000

第104回 受胎調節実地指導員認定講習会 東京 7月29日㈪
～8月2日㈮

50,000
38,500

（資格認定なし）
第10回 睡眠保健指導セミナー 東京 8月4日㈰ 10,000
第84回

ＪＦＰＡ
思春期保健セミナーⓇ

コースⅠ
東京 9月21日㈯

～23日(月･祝)
30,000

（相）24,000第85回 大阪（ライブ）
第86回 福岡（ライブ）

第58回 コースⅡ 東京 11月15日㈮
～17日㈰

30,000
（相）24,000

第66回 コースⅢ 成田 1月11日㈯
～13日(月･祝)

40,000
（相）32,000

第3回 聴き上手になる！
積極的傾聴を学ぶセミナー 東京 10月5日㈯ 15,000

第3回 メンタルヘルス対策として職場環境
改善に取り組む保健師養成セミナー 東京 10月6日㈰ 18,000

NEW 歯科保健セミナー 東京 11月9日㈯ 10,000

NEW ガッテン北折塾 大阪 12月21日㈯ 15,000 
東京 2月8日㈯ 15,000 

第2回
災害時の妊産婦支援セミナー

神戸 1月19日㈰ 10,000
第3回 盛岡 2月15日㈯ 10,000
第4回 東京 3月14日㈯ 10,000

セミナーのお問い合わせはTEL03-3269-4785まで。
WEBからの申し込みもできます。

JFPA　セミナー 検索

親
」
が
生
ま
れ
る
の
か
、
そ
の
虐

待
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
・
背
景
や
、
心

理
臨
床
で
の
事
例
か
ら
学
ぶ
子
ど

も
と
家
族
へ
の
関
わ
り
方
、
子
ど

も
の
健
全
な
発
達
を
守
る
た
め
に

必
要
な
こ
と
な
ど
を
、
広
く
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ご
講
演
い
た
だ
く
公
認
心
理
師

の
酒
井
道
子
先
生
は
、
三
十
数
年

間
一
貫
し
て
児
童
臨
床
に
取
り
組

ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
の
道
の
第

一
人
者
で
す
。
新
生
児
か
ら
思
春

期
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
を
抱
え

た
子
ど
も
と
そ
の
家
族
の
相
談
や

治
療
に
携
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
経
験

を
基
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
例
に
対

応
す
る
質
疑
応
答
の
時
間
も
設
け

ま
す
。

Week
day
開催

1996年、鳥取大学医学部
卒。2004年から東京大学
大学院にてスポーツ医学を
学ぶ。10年に東京都中央
区で開業。日本体育協会公
認スポーツドクター。

江夏 亜希子

連載

女
性
ア
ス
リ
ー
ト
の
今
も
未
来
も
健
や
か
に
（
全
６
回
）

五
輪
の
歴
史
か
ら
見
る
女
性
と
ス
ポ
ー
ツ

四
季
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
リ
ニ
ッ
ク 

院
長

江
夏 

亜
希
子

第１回

https://jfpa.jp/seminar/sem/seminar.php?sid=2019-013-031
https://jfpa.jp/seminar/sem/seminar.php?sid=2019-013-031
https://jfpa.jp/seminar/sem/top.php
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海
外
情
報
ク
リ
ッ
プ市谷クリニックへ

ようこそ！

日本初の
水溶性潤滑ゼリーリューブゼリーＰＲ動画配信中！

性交痛の悩みを
“流舞様”が解決！
ぜひご覧ください！

http://www.jfpa.or.jp/luve-jelly/

YouTube
QRコード

女性の約7割が
経験している

フォロー
お願いします

本会HP
QRコード

Twitter
QRコード

◆ 

リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・

ヘ
ル
ス
の
推
進

　
リ
ア
ナ
・
ウ
ェ
ン
医
師

は
、
２
０
１
８
年
９
月
に
米

国
国
際
家
族
計
画
連
盟
の
理

事
長
に
就
任
し
ま
し
た
。
ウ

ェ
ン
氏
の
家
族
は
、
１
９
９

０
年
に
わ
ず
か
40
ド
ル
を
ポ

　
数
は
多
く
な
い
の
で
す

が
、
他
人
か
ら
も
ら
っ
た
薬

に
つ
い
て
相
談
し
て
く
る
方

が
い
ま
す
。
「
３
日
前
に
パ

ー
ト
ナ
ー
か
ら
も
ら
っ
た
緊

急
避
妊
薬
を
服
用
し
、
避
妊

な
し
の
性
交
を
し
ま
し
た
」

と
話
し
始
め
た
の
は
19
歳
の

社
会
人
の
女
性
で
し
た
。

　
薬
の
名
前
を
聞
い
て
も
分

か
ら
ず
、
さ
ら
に
、
そ
の
彼

も
別
の
女
友
達
か
ら
も
ら
っ

た
薬
と
の
こ
と
。
思
わ
ず

「
え
え
〜
、
そ
ん
な
危
な
い

こ
と
を
し
て
、
ど
う
し
ま
し

ょ
う
」
と
、
自
分
の
気
持
ち

が
ス
ト
レ
ー
ト
に
口
か
ら
出

て
し
ま
い
ま
し
た
。
何
の
薬

か
も
分
か
ら
な
い
も
の
を
口

に
入
れ
て
し
ま
う
怖
さ
。
お

菓
子
の
よ
う
な
も
の
で
避
妊

が
面
倒
く
さ
く
て
だ
ま
さ
れ

て
い
る
の
で
は
。
「
緊
急
避

妊
薬
を
服
用
し
て
か
ら
性
交

し
た
」
と
い
う
彼
女
の
言
葉

に
あ
る
よ
う
な
行
為
の
直
前

に
使
う
も
の
で
は
な
い
こ
と

は
分
か
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う

か
。
最
近
話
題
の
レ
イ
プ
ド

ラ
ッ
グ
だ
っ
た
ら
ど
う
す
る

の
か
―
私
の
頭
の
中
に
心
配

が
ど
ん
ど
ん
広
が
っ
て
い
き

ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
慌

て
よ
う
に
彼
女
も
何
か
を
感

じ
た
よ
う
で
し
た
。

　
本
会
の
電
話
相
談
は
、
当

事
者
が
決
定
す
る
た
め
の
情

報
提
供
が
基
本
で
す
。
し
か

し
、
時
に
人
と
し
て
、
人
生

の
先
輩
と
し
て
、
女
性
と
し

て
、
感
情
を
表
出
す
る
こ
と

も
本
人
に
響
く
の
な
ら
許
さ

れ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
こ
の
相
談
電
話
を
探
し
出

し
頼
っ
て
く
れ
た
の
は
、
妊

娠
す
る
の
で
は
と
い
う
不
安

の
解
決
を
求
め
て
の
よ
う
で

し
た
。
今
な
す
べ
き
最
良
の

ケ
ッ
ト
に
入
れ
て
中
国
か
ら

米
国
へ
移
住
し
ま
し
た
。
当

時
７
歳
の
ウ
ェ
ン
氏
は
、
母

親
が
医
療
を
受
け
る
こ
と
が

難
し
い
時
に
家
族
計
画
ク
リ

ニ
ッ
ク
を
頼
り
に
し
て
、
ま

た
、
ご
自
身
も
避
妊
相
談
を

こ
こ
で
受
け
た
と
い
う
経
歴

を
持
っ
て
い
ま
す
。
ワ
シ
ン

ト
ン
大
学
医
学
部
を
卒
業

後
、
救
急
医
療
の
臨
床
経
験

を
経
て
ボ
ル
チ
モ
ア
市
保
健

局
長
と
な
り
、
現
在
に
至
っ

て
い
ま
す
。

　
厳
し
い
生
活
環
境
を
乗
り

越
え
て
き
た
ウ
ェ
ン
氏
は

並
々
な
ら
ぬ
行
動
力
と
強
い

意
志
を
持
ち
、特
に
、女
性
の

「
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ

ル
ス
／
ラ
イ
ツ
（
性
と
生
殖

に
関
す
る
健
康
と
権
利
）」を

維
持
す
る
社
会
の
実
現
の
た

め
に
、
あ
ら
ゆ
る
労
力
を
惜

し
ま
な
い
と
い
う
姿
勢
を
貫

か
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、

ボ
ル
チ
モ
ア
市
の
「
未
成
年

の
妊
娠
・
出
産
を
予
防
す
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
推
進
す
る

公
費
を
打
ち
切
る
こ
と
を
現

米
国
政
府
が
発
表
し
ま
し

た
。
こ
の
と
き
ウ
ェ
ン
氏
ら

は
、
連
邦
政
府
を
相
手
に
訴

訟
を
起
こ
し
、
そ
の
結
果
二

つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
復
帰
さ

せ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
ま
し

た
。
こ
れ
に
加
え
て
、
貧
困

策
を
訴
え
る
の
で
は
な
く
、

あ
く
ま
で
も
治
療
と
予
防
を

求
め
て
い
る
の
で
す
。
家
族

計
画
は
ニ
ー
ズ
が
満
た
さ
れ

な
い
人
た
ち
に
ヘ
ル
ス
ケ
ア

を
提
供
す
る
こ
と
が
使
命
で

す
。
こ
れ
ま
で
１
０
０
年
も

続
い
た
家
族
計
画
は
、
た
と

え
困
難
な
環
境
が
あ
っ
て
も

戦
い
続
け
て
必
ず
実
現
し
て

る
症
状
」を
検
索
す
る
と
、そ

の
ほ
と
ん
ど
は
骨
や
筋
肉
に

対
す
る
影
響
が
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
。一
方
、ビ
タ
ミ
ン
Ｄ

と
性
機
能
と
の
関
連
性
は
、

か
な
り
以
前
か
ら
研
究
さ
れ

て
お
り
、
一
昨
年
に
は
カ
イ

ロ
大
学
泌
尿
器
科
グ
ル
ー
プ

が
、
早
漏
の
患
者
は
健
康
な

男
性
に
比
べ
て
有
意
に
ビ
タ

ミ
ン
Ｄ
が
不
足
し
て
い
る
こ

◆ 

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を

使
っ
た
試
み

　
人
工
知
能（
Ａ
Ｉ
）は
急
速

に
医
療
の
分
野
に
も
浸
透
し

て
き
て
い
ま
す
。
そ
の
一
つ

が
子
宮
頸
が
ん
の
検
診
に
応

用
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　
米
国
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
の

研
究
チ
ー
ム
は
、
約
９
４
０

０
人
の
女
性
を
７
年
間
追
跡

し
て
得
ら
れ
た
子
宮
頸
部
の

写
真
約
６
万
枚
と
、
そ
の
臨

床
デ
ー
タ
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
に
入
力
し
、
Ａ
Ｉ
を
使
っ

た
リ
ス
ク
診
断
ア
ル
ゴ
リ
ズ

ム
（
解
析
処
理
手
順
）
を
構

築
し
ま
し
た
。
使
用
さ
れ
た

子
宮
頸
部
画
像
の
写
真
は
、

将
来
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
簡

単
に
撮
影
で
き
る
よ
う
に
し

て
い
き
た
い
と
話
し
て
い
ま

す
。

　
こ
の
方
法
で
診
断
し
た
場

合
の
感
度
と
特
異
性
（
正
確

度
）
の
バ
ラ
ン
ス
は
従
来
の

方
法
よ
り
も
一
段
と
優
れ
て

い
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

医
療
機
関
に
簡
単
に
受
診
で

き
な
い
女
性
が
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
な
ど
の
モ
バ
イ
ル
ツ

ー
ル
を
活
用
し
て
、
医
療
機

関
に
デ
ー
タ
を
送
信
す
る
こ

と
で
定
期
検
査
が
可
能
に
な

る
わ
け
で
す
。
さ
ら
に
、
検

診
に
か
か
る
費
用
も
大
幅
に

削
減
す
る
こ
と
が
で
ま
す
。

　
一
方
、
米
国
医
師
会
雑
誌

（
Ｊ
Ａ
Ｍ
Ａ
）
の
ビ
ュ
ー
ポ

イ
ン
ト
の
コ
ラ
ム
の
投
稿

は
、
Ａ
Ｉ
に
よ
る
医
療
へ
の

層
の
女
性
に
家
族
計
画
医
療

を
提
供
し
て
い
る
23
の
ク
リ

ニ
ッ
ク
に
対
し
て
、
国
の
資

金
補
助
を
実
現
し
ま
し
た
。

　
ウ
ェ
ン
氏
は
、
米
国
医
師

会
雑
誌
（
Ｊ
Ａ
Ｍ
Ａ
）
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
に
答
え
て
次
の

よ
う
に
力
説
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
：
臨
床
医
か
ら
公
衆
衛
生

局
へ
移
ら
れ
た
理
由
は
何
で

す
か
？

Ａ
：
今
、
米
国
で
は
女
性
自

身
が
生
殖
医
療
を
受
け
る
権

利
や
、
中
絶
を
自
分
自
身
で

決
断
す
る
権
利
が
脅
か
さ
れ

て
い
ま
す
。
薬
代
を
節
約
す

る
た
め
錠
剤
を
割
り
分
け
て

飲
ん
で
い
る
貧
困
老
女
性
、

苦
し
ん
で
い
る
ぜ
ん
そ
く
の

息
子
に
吸
入
薬
を
買
っ
て
や

れ
な
い
母
親
、
乳
が
ん
検
診

を
長
い
間
待
た
さ
れ
た
挙
げ

句
、
診
断
さ
れ
た
と
き
既
に

転
移
が
ん
だ
っ
た
女
性
が
幼

い
子
ど
も
を
残
し
て
亡
く
な

っ
た
こ
と
な
ど
を
見
て
き
ま

し
た
。
こ
れ
ら
の
経
験
か
ら

大
き
な
視
野
に
立
っ
て
病
気

予
防
か
ら
取
り
組
む
こ
と
が

大
切
だ
と
感
じ
た
か
ら
で
す
。

　
ウ
ェ
ン
氏
が
中
心
と
な
っ

て
立
ち
上
げ
た
州
の
〝
ヘ
ル

ス
ケ
ア
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
〞

が
目
指
す
の
は
〝
女
性
の
健

康
と
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・

ヘ
ル
ス
〞
で
す
。
マ
ー
ガ
レ

ッ
ト
・
サ
ン
ガ
ー
氏
が
立
ち

上
げ
た
「
家
族
計
画
」
は
避

妊
の
権
利
を
う
た
っ
て
か
ら

多
く
の
政
治
的
な
抵
抗
に
遭

い
、
彼
女
自
身
も
投
獄
さ
れ

る
な
ど
、
幾
多
の
困
難
の
中

で
活
動
し
て
き
ま
し
た
。
ウ

ェ
ン
氏
い
わ
く
「
患
者
は
政

介
入
に
一
石
を
投
じ
ま
し

た
。
ヒ
ト
が
介
入
し
な
い
Ａ

Ｉ
自
動
診
断
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム

は
、
あ
ら
か
じ
め
イ
ン
プ
ッ

ト
さ
れ
る
デ
ー
タ
の
精
度
が

極
め
て
重
要
。
多
く
の
デ
ー

タ
を
瞬
時
に
解
析
す
る
能
力

は
Ａ
Ｉ
が
は
る
か
に
優
れ
て

い
る
が
、
最
初
に
イ
ン
プ
ッ

ト
す
る
デ
ー
タ
セ
ッ
ト
の
精

度
や
偏
り
な
ど
に
ヒ
ト
が
介

入
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
要

素
が
多
く
、
Ａ
Ｉ
と
ヒ
ト
の

〝
知
能
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ

ン
〞
、
言
い
換
え
れ
ば
、
両

者
で
増
強
さ
れ
た
知
能
こ
そ

が
こ
れ
か
ら
の
医
療
を
支
え

る
基
盤
に
な
る
だ
ろ
う
と
説

明
さ
れ
て
い
ま
す
。

参
考

NIH News Release Jan 
10 2019.

こ
と
を
お
伝
え
し
な
く
て
は

と
、
お
話
を
進
め
ま
し
た
。

　
相
談
の
性
交
か
ら
は
す
で

に
72
時
間
を
越
え
て
い
ま
し

た
。
効
果
は
低
く
な
る
も
の

の
１
２
０
時
間
ま
で
は
緊
急

避
妊
の
服
用
が
可
能
な
こ
と

を
お
伝
え
し
、
今
後
の
避
妊

「
不
安
が
大
き
く
て
、
何
と

か
し
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
と

思
い
電
話
を
か
け
て
く
れ
た

ん
だ
か
ら
、
勇
気
を
出
し
て

受
診
し
ま
し
ょ
う
」
。
そ
う

背
中
を
押
す
私
の
言
葉
に
、

「
分
か
り
ま
し
た
」
と
答
え

て
く
れ
ま
し
た
。

　
実
は
、
第
三
者
か
ら
ピ
ル

を
も
ら
う
ケ
ー
ス
は
、
性
風

俗
業
に
従
事
す
る
女
性
に
多

い
こ
と
を
電
話
相
談
の
経
験

か
ら
感
じ
て
い
ま
す
。
「
お

店
の
従
業
員
か
ら
飲
む
よ
う

に
言
わ
れ
た
」
と
か
、
「
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
購
入
で
き

る
薬
を
飲
む
よ
う
に
指
示
さ

れ
た
」
と
い
う
相
談
も
あ
り

ま
す
。
今
回
の
事
例
が
そ
れ

に
該
当
す
る
か
ど
う
か
は
分

か
り
ま
せ
ん
が
、
い
ず
れ
に

せ
よ
薬
を
渡
す
側
も
、
受
け

取
る
側
も
、
ど
う
に
も
知
識

と
行
動
が
中
途
半
端
な
気
が

し
て
な
り
ま
せ
ん
。

　
生
き
方
を
選
ぶ
の
も
、
予

期
し
な
い
妊
娠
か
ら
身
体
を

守
れ
る
の
も
自
分
で
す
。
女

性
が
妊
娠
不
安
に
陥
っ
て
い

る
、
そ
の
こ
と
は
悲
し
い
体

験
で
す
が
、
転
ん
で
も
た
だ

で
は
起
き
な
い
精
神
で
、
こ

れ
ま
で
を
振
り
返
り
、
変
わ

れ
る
最
大
の
チ
ャ
ン
ス
に
で

き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
そ
し
て
私
た
ち
は
、
正

し
い
情
報
を
提
供
す
る
形
で

お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
ピ
ル
は
毎
日
飲

む
必
要
が
あ
る
な
ど
、
煩
わ

し
さ
を
想
像
す
る
方
も
い
ら

っ
し
ゃ
る
か
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
実
際
に
使
用
し
て

い
る
女
性
は
そ
の
確
実
な
避

妊
効
果
と
、
月
経
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
な
ど
の
利
点
を
実
感
し

快
適
に
生
活
し
て
い
ま
す
。

中
途
半
端
な
知
識
で
不
安
を

や
、
性
感
染
症
予
防
を
し
っ

か
り
学
ん
で
ほ
し
か
っ
た
の

で
、
婦
人
科
に
出
向
い
て
医

師
に
相
談
す
る
よ
う
に
と
勧

め
ま
し
た
。

　
「
今
日
行
か
な
い
と
ダ
メ

で
す
か
？
」
と
、
少
し
迷
う

様
子
も
あ
り
ま
し
た
が
、

感
じ
て
い
る
女
性
の
行
動
変

容
を
促
す
と
い
う
役
割
の
大

き
さ
を
、
改
め
て
心
に
刻
み

ま
し
た
。

（
思
春
期
・
Ｆ
Ｐ
ホ
ッ
ト
ラ

イ
ン
相
談
員 

若
松
真
理
子
）

◆
男
性
・
女
性
共
に
必
要

　
「
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
不
足
に
よ

と
を
報
告
し
、
昨
年
に
は
、

ポ
ー
ラ
ン
ド
の
サ
イ
レ
シ
ア

医
科
大
学
内
科
グ
ル
ー
プ

が
、
男
性
の
勃ぼ

っ

起き

不
全
や
性

欲
低
下
に
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
不
足

が
関
与
し
て
い
る
こ
と
や
、

女
性
の
性
機
能
が
ビ
タ
ミ
ン

Ｄ
サ
プ
リ
メ
ン
ト
の
投
与
で

改
善
し
、
同
時
に
う
つ
症
状

ス
コ
ア
を
低
下
さ
せ
た
こ
と

な
ど
を
報
告
し
ま
し
た
。

　
最
近
で
は
イ
ラ
ン
の
生
殖

医
学
研
究
セ
ン
タ
ー
が
、
女

性
の
性
機
能
障
害
に
対
す
る

臨
床
研
究
の
結
果
を
発
表
し

ま
し
た
。
18
〜
45
歳
の
性
機

能
障
害
（
Ｆ
Ｓ
Ｆ
Ｉ*

ス
コ

ア
26
・
55
以
下
）
の
女
性
患

者
38
人
を
対
象
に
、
コ
レ
カ

ル
シ
フ
ェ
ロ
ー
ル
（
ビ
タ
ミ

ン
Ｄ
３
）
30
万
単
位
筋
注
、

ま
た
は
プ
ラ
セ
ボ
（
偽
薬
）

を
投
与
し
、
４
週
後
と
８
週

後
の
性
機
能
と
う
つ
症
状

（
ベ
ッ
ク
う
つ
判
定
）
そ
れ

ぞ
れ
の
ス
コ
ア
を
測
っ
て
比

較
し
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ

を
補
充
す
る
こ
と
で
、
プ
ラ

セ
ボ
群
に
比
べ
て
明
ら
か
な

性
機
能
と
う
つ
症
状
の
改
善

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
研
究

グ
ル
ー
プ
に
よ
る
と
、
性
機

能
と
う
つ
症
状
と
は
直
接
関

連
せ
ず
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
の
補

充
に
よ
る
、
そ
れ
ぞ
れ
に
対

す
る
改
善
効
果
で
あ
る
と
コ

メ
ン
ト
し
て
い
ま
す
。

*

Ｆ
Ｓ
Ｆ
Ｉ
：F

em
ale 

Sexual Function Index

（
女
性
性
機
能
質
問
紙
）
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い
き
ま
す
」
と
。

　
ウ
ェ
ン
氏
か
ら
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
は
以
下
も
ご
参
考
に
。

https://www.ippf.org/
new

s/ippf-dr-leana-
wen-president-planned-
parenthood

参
考

JAM
A Published online 

Jan 23 2019.

電話相談
●思春期・FPホットライン
　☎03(3235)2638
● 東京都不妊・不育ホットライン
☎03(3235)7455
※火曜日のみ

電話相談員募集！
上記の相談に応じる専門家を募集中です。平日の昼、
市谷にお越しいただける方。詳細は、☎03(3235)2694

●EC・OCコール
　☎03(3267)1404
●EC・OCヘルプデスク
　☎03(6280)8404
●OCサポートコール
　☎03(3267)4104

米国国際家族計画
連盟の理事長から
のメッセージ

ビタミンＤ不足
と性機能障害

人工知能で
子宮頸がんの
リスクを測る

http://www.jfpa-clinic.org/
http://www.jfpa-clinic.org/
http://www.jfpa.or.jp/luve-jelly/
https://www.youtube.com/watch?v=4I_vGL-phTE
http://www.jfpa.or.jp/luve-jelly/
https://twitter.com/LuveJelly


マークをクリックいただくと関連ウェブサイトをご覧いただけます。

（　）5 （第781号）2019年（平成31年）4月 1日 家 　 族 　 と 　 健 　 康

デリケートゾーンの乾燥による
日常生活のつらい不快感のケアに 性交時の痛みや違和感を緩和

うるおい不足によっておこる

発 売 元 一般社団法人 日本家族計画協会  http://www.jfpa.or.jp/ 発 売 元 一般社団法人 日本家族計画協会  http://www.jfpa.or.jp/
製造販売元 ジェクス株式会社  http://www.jex-inc.co.jp/ 製 造 元 ジェクス株式会社  http://www.jex-inc.co.jp/

■内容量：50g／本
■メーカー希望小売価格：1,500円（税抜）

■内容量：55g／本
■メーカー希望小売価格：1,000円（税抜）

※ 通信販売で購入が可能です。また、一部の産科・婦人科等の病院・
診療所、一部の薬局・薬店でもお買い求めいただけます。

※ お近くの薬局・薬店・ドラッグストアの「避妊用品コーナー」にてご購
入いただけます。またホームページからもお買い求めいただけます。

●デリケートゾーン用の水溶性保湿液
●高い保湿力を備え、長時間潤いが持続
●無香料・無着色・パラベン無添加
●pH4.0～4.5の弱酸性

●自然でなめらかな使いごこち
●さらっとした水溶性
●無臭・無色透明　　●殺菌処理済
●アレルギーテスト済

メノケアモイストゼリー リューブゼリー
日常の

保湿ケアに
性交時の
潤滑に

　
３
月
10
日
、
「
第
７
回
知
っ
て
い
る
よ
う
で
知
ら
な
い
〜
性
の
健
康
セ
ミ
ナ
ー
」

（
主
催
＝
本
会
／
共
催
＝
ジ
ェ
ク
ス
株
式
会
社
）
が
、
御
茶
ノ
水
ソ
ラ
シ
テ
ィ
カ
ン

フ
ァ
レ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
さ
れ
た
。
こ
こ
で
は
講
師
３
人
の
発
表
の
概
要
を

そ
れ
ぞ
れ
ご
紹
介
す
る
。

セ
ッ
ク
ス
レ
ス
こ
そ
が
原
因

　
北
村
本
会
理
事
長
は
オ
ー

バ
ー
ビ
ュ
ー
「
わ
が
国
の
少

子
化
、
そ
の
原
因
を
徹
底
解

析
」
を
発
表
し
た
。

　
少
子
化
の
原
因
に
は
、

「
結
婚
に
対
し
て
消
極
的
に

な
っ
た
」
「
不
妊
カ
ッ
プ
ル

が
増
加
し
た
」
「
子
育
て
環

境
が
悪
化
し
た
」
「
人
工
妊

娠
中
絶
が
増
加
し
た
」
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
考

え
ら
れ
る
。
北
村
理
事
長
は

そ
れ
ら
を
デ
ー
タ
に
基
づ
き

な
が
ら
検
証
し
て
い
き
、

「
少
子
化
の
原
因
は
性
交
頻

度
の
減
少
で
あ
る
」
と
結
論

付
け
た
。

　
本
会
が
行
っ
て
い
る
「
男

女
の
生
活
と
意
識
に
関
す
る

調
査
」
で
は
、
セ
ッ
ス
ク
レ

ス
状
態
の
婚
姻
関
係
に
あ
る

カ
ッ
プ
ル
は
増
加
し
続
け
て

お
り
、
２
０
１
６
年
調
査
で

は
47
・
２
％
に
も
な
っ
て
い

る
。
セ
ッ
ク
ス
に
消
極
的
に

な
る
理
由
と
し
て
、
「
面
倒

く
さ
い
」
「
出
産
後
何
と
な

く
」
「
家
族
（
肉
親
）
の
よ

う
に
思
え
る
か
ら
」
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
北
村
理
事
長
は
セ
ッ
ク
ス

レ
ス
脱
却
の
方
策
の
一
つ
と

し
て
、
子
ど
も
の
い
る
夫
婦

は
「
パ
パ
」
「
マ
マ
」
な
ど

と
呼
ぶ
の
で
な
く
、
名
前
で

呼
ぶ
こ
と
を
提
唱
し
た
。

若
年
層
の
セ
ッ
ク
ス
離
れ

　
さ
ら
に
、
若
い
世
代
で
も

セ
ッ
ク
ス
離
れ
が
起
き
て
お

り
、
少
子
化
問
題
を
深
刻
化

さ
せ
て
い
る
。
他
人
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
面
倒

と
感
じ
る
若
者
が
増
え
て
お

り
、
こ
れ
は
海
外
に
お
い
て

も
同
様
だ
と
い
う
。

　
北
村
理
事
長
は
若
者
の
セ

ッ
ク
ス
嫌
い
を
克
服
す
る
た

め
、
性
の
健
康
教
育
の
変
革

の
必
要
性
を
訴
え
た
。

　
従
来
の
性
教
育
は
、
望
ま

な
い
妊
娠
や
性
感
染
症
予
防

の
教
育
が
中
心
で
あ
っ
た

が
、
今
後
は
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
の
向
上
」

「
メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ
シ
ー
教

育
の
重
視
」
「
情
緒
的
で
な

い
、
科
学
的
・
具
体
的
な
教

育
を
心
掛
け
る
」
と
い
っ
た

こ
と
が
重
要
と
な
る
。

　
好
き
に
な
っ
た
相
手
へ
の

ア
プ
ロ
ー
チ
に
失
敗
し
て
も

な
お
ト
ラ
イ
し
続
け
る
こ
と

で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ス
キ
ル
が
高
ま
る
。
北
村
理

事
長
は
最
後
に
、
セ
ッ
ク
ス

嫌
い
な
若
者
た
ち
へ
向
け

て
、
「
失
敗
は
〝
性
交
〞
の

も
と
！
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
送
り
、
激
励
し
た
。

外
性
器
の
悩
み

　
咲
江
レ
デ
ィ
ス
ク
リ
ニ
ッ

ク
院
長
・
丹
羽
咲
江
氏
に
よ

る
と
、
女
性
の
約
６
割
が
自

身
の
性
器
に
悩
み
を
持
っ
て

お
り
、
９
割
以
上
が
友
人
や

パ
ー
ト
ナ
ー
に
相
談
し
た
こ

と
が
な
い
と
い
う
。
悩
み
の

内
容
は
、
臭
い
、
黒
ず
み
、

小
陰
唇
の
大
き
さ
や
長
さ
、

毛
深
さ
、
性
交
痛
な
ど
さ
ま

ざ
ま
だ
。

　
小
陰
唇
の
色
に
つ
い
て
、

笠
井
寛
司
氏
他
の
研
究
で

は
、
日
本
人
で
ピ
ン
ク
色
の

小
陰
唇
を
持
つ
人
は
わ
ず
か

１
％
に
す
ぎ
ず
、
63
％
は
黒

褐か
っ
し
ょ
く

色
で
あ
る
と
い
う
。

　
小
陰
唇
の
大
き
さ
に
つ
い

て
は
、
足
を
広
げ
て
立
っ
た

状
態
で
、
前
か
ら
見
て
小
陰

唇
が
は
み
出
し
て
い
る
か
、

と
い
う
基
準
を
示
し
、
こ
れ

に
当
て
は
ま
ら
な
け
れ
ば
大

き
い
と
は
言
え
な
い
と
し

た
。

　
こ
う
い
っ
た
悩
み
を
誰
に

も
相
談
で
き
な
い
ま
ま
持
っ

て
い
る
と
、
「
男
性
と
の
交

際
や
結
婚
、
出
産
が
で
き
な

い
」
と
思
い
や
す
く
、
自
己

肯
定
感
の
著
し
い
低
下
に
つ

な
が
る
と
い
う
。

陰
毛
の
悩
み

　
陰
毛
を
処
理
す
る
理
由
に

は
、
蒸
れ
や
か
ゆ
み
が
な
く

な
る
、
月
経
時
に
経
血
が
付

着
し
た
り
す
る
不
快
感
を
軽

減
で
き
る
な
ど
が
あ
る
。
海

外
ド
ラ
マ
な
ど
の
影
響
で
一

般
化
し
、
10
年
以
降
、
脱
毛

で
き
る
施
設
が
急
増
し
て
い

る
と
い
う
。

　
ま
た
丹
羽
氏
は
、
将
来
自

身
が
介
護
を
受
け
る
と
き
に

備
え
て
脱
毛
を
し
て
お
く

「『
い
つ
介
護
さ
れ
て
も
い
い

よ
う
に
』脱
毛
」と
い
う
言
葉

を
紹
介
す
る
。介
護
で
は
、被

介
護
者
に
陰
毛
が
あ
る
と
、

お
む
つ
交
換
な
ど
で
炎
症
や

感
染
を
起
こ
し
や
す
い
。
レ

ー
ザ
ー
に
よ
る
脱
毛
は
メ
ラ

ニ
ン
色
素
に
反
応
す
る
も
の

な
の
で
、
陰
毛
に
白
髪
が
生

え
に
く
い
40
〜
50
歳
代
の
男

女
で
増
加
し
て
い
る
。

　
陰
毛
を
脱
毛
す
べ
き
か
否

か
に
つ
い
て
丹
羽
氏
は
、

「
陰
毛
に
つ
い
て
は
、
国
や

文
化
に
よ
っ
て
捉
え
方
は
変

わ
る
。
大
切
な
こ
と
は
、
自

分
の
体
や
性
器
を
肯
定
的
に

捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
こ

と
。
自
分
の
た
め
に
す
る
の

で
あ
れ
ば
、
脱
毛
は
問
題
な

い
」
と
説
い
た
。

性
交
痛
と
外
陰
部
の
保
湿

　
ジ
ェ
ク
ス
㈱
の
調
査
に
よ

れ
ば
、
20
〜
60
歳
代
女
性
全

体
の
67
％
が
性
交
痛
を
感
じ

て
い
る
。
腟
の
入
り
口
で
感

じ
る
痛
み
の
場
合
、
性
感
染

症
、
免
疫
力
低
下
、
濡
れ
に

く
さ
な
ど
が
原
因
と
な
る
。

濡
れ
に
く
さ
が
原
因
の
場
合

は
、潤
滑
剤
が
有
効
と
な
る
。

　
こ
の
他
、
外
陰
部
の
保
湿

も
効
果
的
だ
と
丹
羽
氏
は
説

明
す
る
。
外
陰
部
の
保
湿
剤

を
１
日
１
回
、
４
週
間
使
用

す
る
こ
と
で
性
交
痛
の
６
割

が
改
善
す
る
と
い
う
。
ま

た
、
外
陰
部
に
レ
ー
ザ
ー
を

照
射
し
、
潤
い
と
厚
み
の
あ

る
腟
粘
膜
を
生
成
す
る
治
療

も
あ
る
。

　
丹
羽
氏
は
性
交
痛
に
つ
い

て
「
セ
ッ
ク
ス
は
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
方
法
の
一
つ
で

あ
り
、
お
互
い
が
幸
せ
で
心

地
よ
い
も
の
で
あ
る
べ
き
も

の
。
痛
み
を
我
慢
す
る
こ
と

は
決
し
て
し
な
い
で
ほ
し

い
」と
参
加
者
に
力
説
し
た
。

性
行
為
と
長
寿

　
順
天
堂
大
学
医
学
部
附
属

浦
安
病
院
泌
尿
器
科
准
教
授

の
白
井
雅
人
氏
は
、
勃ぼ

っ

起き

不

全
（
Ｅ
Ｄ
）
に
つ
い
て
解
説

し
た
。

　
英
国
の
研
究
で
は
、
オ
ー

ガ
ズ
ム
頻
度
が
高
い
男
性
は

低
い
男
性
に
比
べ
死
亡
リ
ス

ク
が
50
％
低
か
っ
た
。
ま

た
、
米
国
の
研
究
に
よ
る

と
、
男
性
に
と
っ
て
の
長
寿

の
予
測
因
子
は
性
交
頻
度
、

女
性
の
場
合
は
過
去
の
性
交

満
足
度
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

Ｅ
Ｄ
の
定
義
と
治
療

　
Ｅ
Ｄ
は
、
「
満
足
な
性
行

為
を
行
う
の
に
十
分
な
勃
起

が
得
ら
れ
な
い
か
、
ま
た
は

維
持
で
き
な
い
状
態
が
持
続

ま
た
は
再
発
す
る
こ
と
」
と

定
義
さ
れ
る
。

　
日
本
で
の
年
齢
調
整
後
有

病
率
は
34
・
５
％
。
欧
米
の

調
査
と
共
通
し
て
、
年
齢
と

共
に
発
症
率
が
上
昇
す
る
。

白
井
氏
に
よ
る
と
、
Ｅ
Ｄ
の

治
療
に
お
い
て
は
、
ほ
と
ん

ど
の
ケ
ー
ス
で
Ｐ
Ｄ
Ｅ
５
阻

害
薬
と
い
う
薬
に
行
き
着
く

と
い
う
。

薬
剤
性
Ｅ
Ｄ

　
Ｅ
Ｄ
の
リ
ス
ク
因
子
は
加

齢
の
他
、
糖
尿
病
、
肥
満
、

運
動
不
足
、
高
血
圧
、
喫
煙

な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
。
そ

の
中
に
は
薬
剤
も
含
ま
れ
、

疾
病
の
治
療
に
よ
る
副
作
用

と
し
て
表
れ
る
こ
と
も
あ
る

（
薬
剤
性
Ｅ
Ｄ
）
。

　
薬
剤
性
Ｅ
Ｄ
を
疑
う
場

合
、
原
因
と
な
る
薬
剤
の
中

止
や
変
更
に
つ
い
て
単
純
に

判
断
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

中
止
・
変
更
に
よ
っ
て
Ｅ
Ｄ

が
回
復
す
る
可
能
性
は
あ
る

が
、
奏
功
す
る
と
は
限
ら
な

い
上
に
、
原
因
薬
剤
の
中
止

は
困
難
な
こ
と
が
多
い
か
ら

だ
。

　
多
く
の
薬
剤
が
Ｅ
Ｄ
を
引

き
起
こ
す
。
そ
の
対
処
法

は
、
①
経
過
観
察
②
原
因
薬

剤
を
減
量
も
し
く
は
中
止
す

る
③
Ｐ
Ｄ
Ｅ
５
阻
害
薬
な
ど

の
Ｅ
Ｄ
治
療
薬
を
追
加
す
る

④
休
薬
日
を
つ
く
る
⑤
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
と
教
育
―
の
五

つ
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　
白
井
氏
は
、
Ｅ
Ｄ
の
治
療

で
重
要
な
こ
と
は
、
で
き
る

だ
け
患
者
の
話
を
聞
い
て
あ

げ
る
こ
と
だ
と
説
く
。
「
時

間
が
な
い
か
も
し
れ
な
い

が
、
患
者
自
身
が
持
つ
正
解

を
引
き
出
し
て
ほ
し
い
」
と

参
加
者
に
語
り
掛
け
、
講
義

を
締
め
く
く
っ
た
。

北村 邦夫 本会理事長

丹羽 咲江氏
咲江レディスクリニック院長。女性医
療を専門とし、患者の話を丁寧に聞く
診療を行っている。日本性科学会幹事。

日本母性衛生学会常務理事。日本思春
期学会監事。

白井 雅人氏
順天堂大学医学部附属浦安病院泌尿器
科准教授。日本泌尿器科学会泌尿器科
専門医・指導医。

知
っ
て
い
る
よ
う
で
知
ら
な
い 

性
の
健
康

性
の
悩
み
に
答
え
る
た
め
の
最
新
知
識

Over
view

わ
が
国
の
少
子
化
、

そ
の
原
因
を
徹
底
解
析

１
講 義

あ
な
た
が
知
ら
な
い

性
の
悩
み
の
世
界
〜
女
性
編
〜

２
講 義

あ
な
た
が
知
ら
な
い

性
の
悩
み
の
世
界
〜
男
性
編
〜

http://www.jfpa.or.jp/menocare/
http://www.jfpa.or.jp/luve-jelly/
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特
定
妊
婦
への
支
援❻  

多
機
関
連
携
の
必
要
性

　
虐
待
に
よ
る
児
童
死
亡
事
件
が
社
会
の
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。
関
係
諸
機
関
に

よ
る
再
発
防
止
に
向
け
た
対
応
・
対
策
が
急
が
れ
る
中
、
体
罰
禁
止
等
を
含
め
た
法

律
の
改
正
案
が
閣
議
決
定
さ
れ
、
国
を
挙
げ
て
の
児
童
虐
待
防
止
の
強
化
が
始
ま
り

ま
し
た
。

　
児
童
・
青
少
年
の
人
権
に
詳
し
い
川
村
百
合
弁
護
士
に
、
児
童
虐
待
の
現
状
と
当

事
者
に
与
え
る
影
響
、
防
止
に
向
け
た
社
会
の
動
き
、
関
係
諸
機
関
に
求
め
ら
れ
る

連
携
の
在
り
方
等
に
つ
い
て
解
説
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

（
編
集
部
）

　
目
黒
区
の
事
件
も
野
田
市

の
事
件
も
、
父
親
が
「
し
つ

け
」
名
目
で
、
日
常
的
に
体

罰
を
振
る
っ
て
い
た
。

　
児
童
虐
待
防
止
法
に
体
罰

禁
止
を
明
記
す
る
こ
と
は
、

し
つ
け
名
目
の
虐
待
防
止
へ

向
け
た
大
き
な
一
歩
で
は
あ

る
。
し
か
し
、
本
来
で
あ
れ

ば
同
時
に
、
民
法
に
規
定
さ

れ
た
親
権
者
の
「
懲
戒
権
」

規
定
を
削
除
す
べ
き
で
あ

る
。

　
日
本
弁
護
士
連
合
会
は
か

ね
て
よ
り
、
民
法
か
ら
懲
戒

権
規
定
を
削
除
す
る
こ
と
を

求
め
て
き
た
が
、
し
つ
け
に

体
罰
は
必
要
だ
と
固
く
信
じ

る
保
守
層
の
抵
抗
に
遭
い
、

11
（
平
成
23
）
年
の
民
法
改

正
時
に
は
、
懲
戒
権
規
定
が

残
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
相
次
ぐ
児
童
虐
待
を
受

け
、
政
府
は
去
る
３
月
19

日
、
体
罰
禁
止
の
明
記
と
児

童
相
談
所
の
体
制
強
化
を
柱

と
す
る
児
童
福
祉
法
及
び
児

童
虐
待
防
止
法
の
改
正
案
を

閣
議
決
定
し
た
。
改
正
案
は

今
国
会
に
提
出
さ
れ
、
成
立

が
見
込
ま
れ
る
。

　
児
童
福
祉
法
等
は
２
０
１

６
（
平
成
28
）
年
４
月
に
も

改
正
さ
れ
て
い
た
が
、
さ
ま

ざ
ま
な
課
題
を
残
し
て
い

た
。
18
（
平
成
30
）
年
３
月

に
東
京
都
目
黒
区
で
５
歳
の

女
児
が
、
19
（
平
成
31
）
年

１
月
に
千
葉
県
野
田
市
で
小

学
４
年
の
女
児
が
、
い
ず
れ

も
児
童
相
談
所
が
関
与
し
て

い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
死
亡

し
た
事
件
を
受
け
て
、
さ
ら

な
る
法
律
改
正
が
加
速
し
た

感
が
あ
る
。

　
し
か
し
、
法
律
を
所
管
す

る
厚
生
労
働
省
の
有
識
者
会

議
で
は
、
有
識
者
た
ち
の
立

場
の
違
い
に
よ
っ
て
、
児
童

相
談
所
の
体
制
強
化
の
具
体

策
に
つ
い
て
必
ず
し
も
意
見

が
一
致
せ
ず
、
児
童
相
談
所

に
常
勤
弁
護
士
を
配
置
す
る

こ
と
を
義
務
化
す
る
か
否
か

に
つ
い
て
も
意
見
が
割
れ

た
。

　
個
人
的
に
は
、
児
童
相
談

所
に
は
弁
護
士
が
「
常
駐
」

す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え

る
が
、
弁
護
士
常
駐
が
義
務

化
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
、

将
来
の
法
律
改
正
へ
の
課
題

を
残
し
た
と
言
え
る
。

　
し
か
し
、
こ
こ
に
き
て
保

守
的
な
政
治
家
の
中
か
ら
も

懲
戒
権
規
定
削
除
の
必
要
性

が
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

今
回
の
児
童
虐
待
防
止
法
改

　
虐
待
死
事
件
が
マ
ス
コ
ミ

報
道
を
通
じ
て
社
会
の
関
心

事
に
な
る
た
び
に
、
い
た
い

け
な
子
ど
も
が
い
か
に
も
暴

力
的
な
親
に
な
ぶ
り
殺
さ
れ

る
印
象
が
強
く
、
そ
う
い
う

印
象
を
前
提
に
、
乳
幼
児
や

学
齢
期
の
子
ど
も
の
虐
待
死

を
防
ぐ
こ
と
だ
け
に
虐
待
防

止
対
策
が
矮わ

い

小し
ょ
う化
さ
れ
が
ち

で
あ
る
。

　
し
か
し
、
虐
待
の
被
害
者

は
、
乳
幼
児
や
学
齢
期
の
子

に
限
ら
ず
、
ハ
イ
テ
ィ
ー
ン

の
子
も
少
な
く
な
い
。
　

　
子
ど
も
の
命
さ
え
守
ら
れ

れ
ば
良
い
か
と
い
う
と
、
身

体
は
死
な
ず
と
も
、
「
心
が

死
ぬ
」
と
い
う
こ
と
は
少
な

く
な
い
。

　
そ
の
結
果
、
あ
る
い
は
精

神
障
害
を
発
症
し
、
あ
る
い

は
リ
ス
ト
カ
ッ
ト
な
ど
の
自

傷
を
繰
り
返
し
、
最
悪
の
場

合
は
自
殺
し
て
し
ま
う
子
が

い
る
。
成
人
し
て
か
ら
も
苦

し
み
続
け
る
者
も
少
な
く
な

い
。

　
ま
た
、
思
春
期
に
な
っ

て
、
「
非
行
」
と
い
う
形

正
に
際
し
て
、
懲
戒
権
に
つ

い
て
は
改
正
法
施
行
後
２
年

を
目
途
に
必
要
な
措
置
を
講

じ
る
と
明
記
さ
れ
た
。

　
遅
き
に
失
し
た
と
は
い

え
、
画
期
的
と
言
い
得
る
だ

ろ
う
。
あ
と
一
歩
で
あ
る
。

で
、
長
年
耐
え
て
き
た
虐
待

か
ら
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
発
す
る
事

案
も
少
な
く
な
い
。

　
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
思
春

期
以
降
の
子
ど
も
へ
の
支
援

は
必
ず
し
も
十
分
で
は
な

い
。

　
原
因
が
虐
待
と
い
う
「
同

情
」
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た

と
し
て
も
、
現
に
精
神
障
害

を
発
症
し
た
り
、
非
行
に
走

っ
た
り
し
て
い
る
子
は
、

「
扱
い
」
づ
ら
い
。
そ
の
よ

う
な
子
に
向
き
合
う
に
は
、

相
当
の
力
量
が
必
要
で
あ

る
。
し
か
し
、
力
量
の
あ
る

施
設
や
里
親
等
、
思
春
期
の

子
ど
も
の
居
場
所
が
、
わ
が

国
社
会
の
現
状
で
は
、
絶
対

的
に
不
足
し
て
い
る
。

　
児
童
福
祉
に
い
か
に
お
金

を
か
け
る
か
、
わ
が
国
社
会

の
在
り
方
が
問
わ
れ
て
い

る
。

　
虐
待
死
事
件
が
起
き
る

と
、
児
童
相
談
所
と
警
察
が

虐
待
情
報
を
「
全
件
共
有
」

し
て
い
れ
ば
虐
待
死
を
防
げ

た
と
い
う
声
が
挙
が
る
。
こ

こ
で
い
う
「
全
件
共
有
」
と

は
、
児
童
相
談
所
が
虐
待
情

報
を
入
手
し
た
ら
、
そ
の
全

件
の
情
報
を
警
察
と
共
有
せ

よ
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
し
か
し
待
っ
て
ほ
し
い
。

目
黒
区
の
事
件
は
、
警
察
が

関
与
し
て
い
た
が
、
虐
待
死

を
防
げ
な
か
っ
た
。
に
も
か

か
わ
ら
ず「
全
件
共
有
」を
進

め
る
と
、
虐
待
防
止
の
点
で

逆
効
果
と
な
り
か
ね
な
い
。

　
児
童
相
談
所
が
持
っ
て
い

る
虐
待
情
報
の
中
に
は
、
親

自
身
が
育
児
不
安
を
訴
え
、

こ
の
ま
ま
で
は
虐
待
し
て
し

ま
い
そ
う
、
あ
る
い
は
虐
待

し
て
し
ま
っ
た
と
相
談
し
て

き
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
こ

れ
ら
の
相
談
者
は
自
覚
が
あ

る
分
、
適
切
な
支
援
に
よ
り

虐
待
を
防
げ
る
の
で
、
自
発

的
な
相
談
は
歓
迎
さ
れ
る
べ

き
も
の
で
あ
る
。と
こ
ろ
が
、

警
察
に
情
報
が
筒
抜
け
だ
と

な
る
と
、
相
談
を
す
る
こ
と

を
躊

ち
ゅ
う

躇ち
ょ

す
る
人
が
出
て
く
る

だ
ろ
う
。
虐
待
の
芽
を
早
期

に
摘
む
機
会
が
奪
わ
れ
る
。

　
産
婦
人
科
医
療
や
母
子
保

健
に
関
わ
る
現
場
で
で
き
る

こ
と
は
何
か
。

　
未
成
年
者
等
の
若
年
妊
婦

に
接
し
た
と
き
に
、
「
特
定

妊
婦
」
と
し
て
早
期
に
支
援

し
、
生
ま
れ
て
く
る
子
が
虐

待
さ
れ
る
の
を
予
防
す
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
る
が
、
そ
れ

だ
け
で
は
な
い
。
未
成
年
の

妊
婦
自
身
が
虐
待
の
被
害
者

と
し
て
、
現
に
保
護
が
必
要

な
者
な
の
で
は
な
い
か
と
い

う
可
能
性
に
も
思
い
を
致
し

て
ほ
し
い
。

　
若
年
妊
婦
の
中
に
は
、
自

身
が
虐
待
を
受
け
て
育
ち
、

必
ず
し
も
自
活
能
力
の
な
い

ま
ま
、
自
分
に
は
与
え
ら
れ

な
か
っ
た
「
幸
福
な
家
庭
」

を
築
き
た
く
て
、
早
々
に
妊

　
ま
た
、
子
ど
も
自
身
が
相

談
を
躊
躇
す
る
例
が
続
出
す

る
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ

ち
、
幼
い
頃
に
虐
待
家
庭
か

ら
救
出
さ
れ
な
か
っ
た
子

が
、
よ
う
や
く
思
春
期
に
な

っ
て
か
ら
自
ら
の
意
思
で
児

童
相
談
所
に
保
護
を
求
め
る

こ
と
が
あ
る
。

　
し
か
し
、
そ
の
年
齢
に
な

る
と
、
広
い
意
味
の
非
行
が

始
ま
っ
て
い
る
子
も
い
る
。

生
き
る
た
め
に
身
体
を
売
っ

て
い
る
子
も
い
る
し
、
万
引

き
を
し
て
い
る
子
も
い
る
。

ま
た
、
不
良
交
遊
が
始
ま

り
、
飲
酒
・
喫
煙
し
て
い
る

子
も
い
る
。

　
そ
れ
ら
の
子
は
、
保
護
は

し
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
る

が
、
警
察
に
補
導
さ
れ
る
よ

う
な
事
態
に
な
る
の
を
心
配

し
て
い
る
。従
っ
て
、児
童
相

談
所
の
情
報
が
警
察
に
筒
抜

け
に
な
る
と
知
れ
ば
、
保
護

を
求
め
な
く
な
る
だ
ろ
う
。

　
す
る
と
ど
う
な
る
か
。
夜

の
街
に
消
え
て
身
体
を
売

り
、
あ
る
い
は
犯
罪
者
集
団

に
取
り
込
ま
れ
て
振
り
込
め

詐
欺
な
ど
の
犯
罪
に
加
担
す

る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。

娠
出
産
を
望
む
者
が
い
る
。

そ
し
て
、
そ
の
パ
ー
ト
ナ
ー

が
、
一
見
優
し
い
が
暴
力
で

支
配
し
よ
う
と
す
る
Ｄ
Ｖ
男

で
あ
る
こ
と
も
少
な
く
な

い
。
と
こ
ろ
が
私
の
知
る
限

り
、
産
婦
人
科
で
は
妊
婦
が

身
体
的
に
健
康
か
と
い
う
点

だ
け
を
見
て
、
福
祉
的
支
援

　
04
（
平
成
16
）
年
の
児
童

福
祉
法
改
正
に
よ
り
、
児
童

虐
待
防
止
に
関
わ
る
関
係
機

関
が
連
携
を
取
り
合
う
こ
と

で
情
報
の
共
有
化
を
図
り
、

迅
速
に
支
援
を
開
始
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
仕

組
み
と
し
て
、
「
要
保
護
児

童
対
策
地
域
協
議
会
」
の
設

置
が
規
定
さ
れ
た
。
い
わ
ゆ

る
「
要
対
協
」
で
あ
る
。

　
要
対
協
は
、代
表
者
会
議
、

実
務
者
会
議
、
個
別
ケ
ー
ス

検
討
会
議
（
い
わ
ゆ
る
「
ケ

ー
ス
会
議
」）の
三
層
構
造
に

な
っ
て
い
る
が
、
一
番
重
要

な
の
は
、
ケ
ー
ス
会
議
で
あ

る
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　
し
か
し
私
の
見
る
と
こ

ろ
、
ケ
ー
ス
会
議
は
、
期
待

に
つ
な
げ
ら
れ
て
い
な
い
例

が
あ
る
こ
と
が
残
念
で
あ

る
。

　
も
っ
と
も
、
こ
の
妊
婦
は

虐
待
し
そ
う
だ
と
「
監
視
」

が
行
き
過
ぎ
る
と
、
そ
れ
を

ス
ト
レ
ス
に
感
じ
て
、
か
え

っ
て
リ
ス
ク
が
高
ま
る
。
誰

が
ど
の
よ
う
な
支
援
を
す
る

の
か
、
監
視
的
で
は
な
い
多

機
関
連
携
が
重
要
で
あ
る
。

さ
れ
て
い
る
ほ
ど
に
は
開
催

さ
れ
て
い
な
い
し
、
ま
た
、

せ
っ
か
く
開
催
さ
れ
て
も
、

有
効
に
機
能
し
た
と
は
言
い

難
い
こ
と
が
あ
る
よ
う
に
見

え
る
。

　
証
拠
を
踏
ま
え
た
事
実
認

定
や
法
律
適
用
上
の
問
題
に

つ
い
て
、
的
確
に
問
題
を
整

理
し
て
関
係
機
関
が
そ
れ
ぞ

れ
の
役
割
を
果
た
す
た
め
に

は
、
ケ
ー
ス
会
議
に
弁
護
士

が
関
与
す
る
こ
と
が
重
要
だ

が
、
現
実
に
は
、
弁
護
士
が

有
効
活
用
さ
れ
て
い
な
い
。

　
ま
た
、
産
婦
人
科
医
が
、

必
ず
し
も
メ
ン
バ
ー
と
し
て

呼
ば
れ
て
い
な
い
と
聞
く
。

ぜ
ひ
、
産
婦
人
科
医
が
児
童

虐
待
防
止
の
た
め
の
一
翼
と

な
る
べ
く
、
要
対
協
に
関
与

す
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し

い
。 1997年4月、弁護士登録

（東京弁護士会）。共同
事務所で経験を積んだ後、
2006年に自身の事務所
を開設。女性・子ども等
の人権問題に詳しく、被
虐待児の人権救済活動な
どにも力を入れている。
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「JFPA思春期保健セミナーⓇ」と「思春期保健相談士Ⓡ」は、一般社団法人 日本家族計画協会の登録商標です。

　
Ｊ
Ｆ
Ｐ
Ａ
思
春
期
保
健
セ

ミ
ナ
ー
Ⓡ（
以
下
、思
春
期
保

健
セ
ミ
ナ
ー
）
は
今
年
で
38

年
目
を
迎
え
る
超
ロ
ン
グ
ラ

ン
セ
ミ
ナ
ー
で
あ
る
。
総
論

編
と
位
置
付
け
て
い
る
コ
ー

ス
Ⅰ
は
83
回
を
、
各
論
編
の

コ
ー
ス
Ⅱ
が
57
回
、
実
践
編

コ
ー
ス
Ⅲ
を
65
回
と
、
そ
れ

ぞ
れ
３
日
間
ず
つ
開
催
し
て

き
た
が
、
昨
年
末
ま
で
に
受

講
者
延
べ
人
数
は
そ
れ
ぞ
れ

コ
ー
ス
Ⅰ
が
延
べ
１
万
６
７

０
０
人
、
コ
ー
ス
Ⅱ
が
延
べ

１
万
１
３
０
０
人
、
コ
ー
ス

Ⅲ
が
延
べ
９
千
人
を
数
え
、

「
思
春
期
保
健
相
談
士
Ⓡ
」

に
認
定
さ
れ
た
方
は
８
９
７

２
人
に
も
達
し
て
い
る
。

　
そ
の
思
春
期
保
健
セ
ミ
ナ

ー
が
本
年
度
か
ら
大
き
く
変

わ
る
。
何
が
、
ど
う
変
わ
る

の
か
。
そ
の
概
要
を
説
明
す

る
と
と
も
に
、
新
た
に
講
師

と
な
ら
れ
る
方
々
を
３
回
に

わ
た
っ
て
ご
紹
介
し
た
い
。

　
本
セ
ミ
ナ
ー
に
つ
い
て

は
、
長
年
に
わ
た
っ
て
、
総

論
編
、
各
論
編
、
実
践
編
と

銘
打
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
構

成
さ
れ
て
き
た
が
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

や
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
の
登

場
な
ど
複
雑
か
つ
多
様
化
し

て
い
る
思
春
期
の
世
界
を
学

ぶ
に
は
、
い
さ
さ
か
限
界
を

感
じ
ず
に
は
お
れ
な
か
っ

た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
概
要
を

ご
覧
い
た
だ
い
て
も
お
分
か

　
は
じ
め
ま
し
て
、
山
梨
大

学
の
秋
山
と
申
し
ま
す
。
日

本
家
族
計
画
協
会
の
こ
の
よ

う
な
歴
史
あ
る
セ
ミ
ナ
ー
で

お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
く
機

会
を
い
た
だ
き
、
大
変
光
栄

に
存
じ
ま
す
。
未
熟
者
で
は

ご
ざ
い
ま
す
が
、
精
一
杯
皆

様
に
有
益
な
情
報
を
お
話
し

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

　
私
か
ら
は
「
健
や
か
親
子

21
と
思
春
期
」
と
い
う
テ
ー

マ
で
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
健
や
か
親
子
21

は
、
２
０
０
１
年
か
ら
開
始

　
２
０
１
９
年
度
Ｊ
Ｆ
Ｐ
Ａ

思
春
期
保
健
セ
ミ
ナ
ー
Ⓡ
は
、

新
た
な
講
師
陣
を
迎
え
ま

す
。
講
義
内
容
も
最
新
の
情

報
を
盛
り
込
み
、
さ
ら
に
グ

レ
ー
ド
ア
ッ
プ
し
た
内
容
で

お
届
け
い
た
し
ま
す
。

　
本
セ
ミ
ナ
ー
で
習
得
し
た

知
識
を
持
っ
て
現
代
の
思
春

期
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
よ

り
柔
軟
に
対
応
で
き
る
よ

う
、
知
識
の
研
さ
ん
に
お
役

立
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
す
で
に
受
講
さ
れ

た
思
春
期
保
健
相
談
士
Ⓡ
の

方
も
、
こ
の
機
会
に
新
た
な

情
報
を
入
手
し
、
日
頃
の
活

動
に
ぜ
ひ
お
役
立
て
く
だ
さ

い
。
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

さ
れ
た
、
母
子
の
健
康
水
準

を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
を
み
ん
な

で
推
進
す
る
国
民
運
動
計
画

で
す
。
「
母
子
」
と
い
う

と
、
お
母
さ
ん
と
小
さ
い
お

子
さ
ん
を
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る

方
が
多
い
か
と
思
い
ま
す

が
、
健
や
か
親
子
21
（
第
２

次
）
で
は
「
基
盤
課
題
Ｂ
：

学
童
期
・
思
春
期
か
ら
成
人

期
に
向
け
た
保
健
対
策
」
と

し
て
位
置
付
け
、
次
世
代
の

健
康
を
支
え
る
上
で
大
切
な

時
期
で
あ
る
思
春
期
へ
の
支

援
対
策
を
重
要
視
し
て
い
ま

す
。
当
日
は
基
盤
課
題
Ｂ
に

つ
い
て
重
点
的
に
お
話
し
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
世
界
的
に
小
児
肥
満
は
増

加
し
て
お
り
、
肥
満
に
伴
う

健
康
問
題
は
深
刻
化
し
て
い

ま
す
。
日
本
で
も
小
児
肥
満

の
頻
度
は
、
１
９
７
７
年
か

ら
２
０
０
０
年
ご
ろ
ま
で
に

男
子
は
約
２
倍
、
女
子
は
約

１
・
５
倍
と
増
え
て
い
ま
し

た
が
、
06
年
以
降
男
女
共
に

減
少
傾
向
で
す
。
し
か
し
年

齢
ご
と
に
見
て
み
る
と
、
男

女
共
に
思
春
期
年
齢
で
の
患

者
は
増
加
し
て
お
り
、
特
に

高
度
肥
満
が
目
立
ち
ま
す
。

肥
満
度
が
高
く
、
年
齢
が
高

い
小
児
ほ
ど
成
人
肥
満
に
移

　
こ
れ
ま
で
20
年
来
、
泌
尿

器
科
医
と
し
て
、
元
思
春
期
男
子
と
し
て
、
思
春
期
男
子

の
性
と
健
康
に
目
を
向
け
、

行
し
や
す
い
と
も
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
小
児
肥
満

の
10
〜
20
％
が
す
で
に
メ
タ

ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
と

診
断
さ
れ
て
い
て
、
思
春
期

年
齢
で
２
型
糖
尿
病
や
高
血

圧
、
高
脂
血
症
を
合
併
し
て

い
る
こ
と
も
珍
し
く
あ
り
ま

せ
ん
。

　
思
春
期
年
齢
で
は
、
生
活

習
慣
の
乱
れ
や
精
神
的
・
心

理
社
会
的
な
背
景
か
ら
、
ま

た
発
達
障
害
を
抱
え
て
い
る

こ
と
も
多
く
、
治
療
に
難
渋

し
て
い
ま
す
。
当
日
は
、
実

際
の
症
例
も
交
え
な
が
ら
お

話
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
形
で
サ
ポ
ー
ト

し
て
き
ま
し
た
。
思
春
期
の

男
子
は
、
心
に
い
っ
ぱ
い
悩

み
を
抱
え
て
い
た
り
、
ス
ポ

ー
ツ
な
ど
で
け
が
を
し
た
り

す
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
病

院
に
か
か
る
こ
と
は
少
な
い

と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ

そ
、
思
春
期
男
子
が
身
体
の

不
調
を
訴
え
て
き
た
時
、
相

談
さ
れ
た
大
人
は
ど
の
よ
う

な
対
応
を
す
る
べ
き
か
悩
む

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　
「
思
春
期
男
子
の
か
ら
だ

と
病
気
」
で
は
、
ま
ず
思
春

期
男
子
の
泌
尿
生
殖
器
の
解

剖
・
生
理
に
つ
い
て
概
説
し

ま
す
。続
い
て
包
茎
、精
巣
捻

転
、
精
索
静
脈
瘤り

ゅ
う、

停
留
精

巣
、
陰い

ん

嚢の
う

水
腫
、
陰
茎
弯

わ
ん
き
ょ
く曲

症
な
ど
、
よ
く
あ
る
疾
患
を

提
示
し
ま
す
。最
後
に
、泌
尿

器
生
殖
器
の
疾
患
を
臨
床
の

現
場
を
再
現
し
た
ケ
ー
ス
ス

タ
デ
ィ
ー
方
式
で
紹
介
し
、

鑑
別
疾
患
を
考
え
な
が
ら
、

見
逃
し
て
は
い
け
な
い
症
状

や
身
体
所
見
を
学
び
ま
す
。

　
今
回
初
め
て
本
セ
ミ
ナ
ー

の
コ
ー
ス
Ⅰ
で
講
師
を
務
め

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
私
に
与
え
ら
れ

た
テ
ー
マ
は
「
思
春
期
と
ス

ポ
ー
ツ
」
で
す
。

　
来
年
に
開
催
を
控
え
た
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
を
契
機
に
、
女
性

ア
ス
リ
ー
ト
の
健
康
支
援
は

ち
ょ
っ
と
し
た
「
ブ
ー
ム
」

に
な
っ
て
お
り
、
昨
年
度
は

Ｓ
Ｒ
Ｈ
セ
ミ
ナ
ー
（
札
幌
、

沖
縄
、
東
京
会
場
）
で
の
講

義
に
続
き
、
こ
の
「
家
族
と

健
康
」
で
も
、
今
号
か
ら

「
女
性
ア
ス
リ
ー
ト
の
今
も

未
来
も
健
や
か
に
」
と
い
う

連
載
（
全
６
回
）
を
担
当
さ

せ
て
い
た
だ
く
な
ど
、
そ
の

盛
り
上
が
り
を
ヒ
シ
ヒ
シ
と

感
じ
て
い
ま
す
。

　
「
五
輪
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
」

に
お
い
て
最
も
大
切
な
の
は

「
レ
ガ
シ
ー
（
遺
産
）
」
。

女
性
ア
ス
リ
ー
ト
に
対
す
る

健
康
支
援
が
「
女
性
の
ヘ
ル

ス
ケ
ア
」
の
一
分
野
と
し
て

定
着
す
る
よ
う
、
無
月
経
や

月
経
ト
ラ
ブ
ル
へ
の
ホ
ル
モ

ン
療
法
（
特
に
低
用
量
ピ
ル

の
使
い
方
）
な
ど
、
一
般
女

性
の
ヘ
ル
ス
ケ
ア
に
応
用
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
情
報

を
分
か
り
や
す
く
解
説
、
提

供
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

り
の
よ
う
に
、
従
来
取
り
上

げ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
テ
ー

マ
を
こ
れ
で
も
か
と
ば
か
り

に
加
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
全
て
履
修
す
る
こ
と

で
、
現
代
思
春
期
を
完
璧
に

理
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

が
、
新
た
に
思
春
期
へ
の
取

り
組
み
を
始
め
よ
う
と
し
て

お
ら
れ
る
方
、
既
に
思
春
期

保
健
相
談
士
Ⓡ
と
な
っ
て
お

ら
れ
る
方
々
も
、
ブ
ラ
ッ
シ

ュ
ア
ッ
プ
・
セ
ミ
ナ
ー
と
し

て
ご
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
願

っ
て
や
ま
な
い
。

担当者
から

秋山有佳／山梨大学大学
院総合研究部医学域社会
医学講座所属。バックグ
ラウンドである管理栄養
士の視点に立ち、広い視
野から、主に母子保健や
食育などの研究に取り組
んでいる。

安田祐希／2004年東京
女子医科大学医学部を卒
業、同医科大学東医療セ
ンター小児科に入局。小
児の１型・２型糖尿病、
成長障害、小児肥満、生
活習慣病の研究・診療に
携わる。

　２面スクリーンを使用し、講師と講義ス
ライドをそれぞれに映写いたします。東京
にいる講師と直接画面に向かって質疑応答
ができるため、まるで講師が目の前にいる
ような臨場感が味わえます。ぜひ、お近く
のセミナー会場をお申し込みください。

JFPA思春期保健セミナー®コースⅠ（東京・大阪・福岡同時開催）
2019年9月21日㈯～23日(月･祝)

〈東京会場〉TKP市ヶ谷カンファレンスセンター（東京都新宿区）
〈大阪会場〉TKPガーデンシティ大阪梅田（大阪府大阪市）
〈福岡会場〉TKP博多駅前シティセンター（福岡県福岡市）

次号ではコースⅡの新たな講師陣をご紹介します。ご期待ください。

【 会 　 場  】

【受講対象者】
【受講料（税別）】

保健師、助産師、看護師、養護教諭など

各会場30,000円
※思春期保健相談士Ⓡの方は24,000円

近くて便利！
中継会場（大阪・福岡）もオススメ！

今井伸／1997年島根医
科大学（現島根大学）卒
業。2005年聖隷浜松病
院泌尿器科。19年より
現職。日本で唯一の日本
性機能学会専門医、日本
性科学会認定セックスセ
ラピスト、生殖医療専門
医を併せ持つ。

江夏亜希子／1996年
鳥取大学医学部卒業。
2004年から東京大学
大学院にてスポーツ医
学を学ぶ。10年に東
京都中央区で開業。日
本体育協会公認スポー
ツドクター。

コ
ー
ス
Ⅰ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

演　題 講　師 主な内容

１
日
目

健やか親子21と思春期 秋山　有佳 健やか親子21から見る思春期保健施策の総論など
思春期のリプロ・ヘルス総論 北村　邦夫 セクシュアリティーを含むリプロ・ヘルス総論など
思春期と生活習慣病 安田　祐希 思春期特有の実際の症例や具体的な注意点など
思春期とデートDV・SNS 宮崎　豊久 SNSの有効活用の方法を学ぶとともに、罠にはまらないための指導法について

２
日
目

思春期女子のからだと病気 高橋　幸子 思春期女子の生理・身体的基礎知識など
思春期とスポーツ 江夏亜希子 スポーツをする思春期女子への健康支援など
思春期のこころを考える 笹原信一朗 メンタルヘルスの理解を深めるため、思春期精神保健の基礎についてなど
思春期の問題行動と法律 川村　百合 思春期との関わりをもつ指導者が知っておくべき法律など

３
日
目

思春期男子のからだと病気 今井　　伸 思春期男子の生理・身体的基礎知識など
学校性教育の実際 松浦　賢長 学校現場で行う学習指導要領を踏まえた性教育の実際など
思春期の自立と支援 田村　　毅 家庭・社会が思春期に及ぼす影響、思春期とその親の家族療法など

川村　百合　ゆり綜合法律事務所／東京弁護士会 弁護士
北村　邦夫　 一般社団法人日本家族計画協会 理事長／

家族計画研究センター 所長
笹原信一朗　 筑波大学医学医療系産業精神医学・

宇宙医学グループ 准教授
高橋　幸子　埼玉医科大学医学部社会医学 助教
田村　　毅　田村毅研究室 代表・精神科医
松浦　賢長　福岡県立大学看護学部 教授
宮崎　豊久　 ネットスター㈱インターネットポリシー

スペシャリスト ＋上記の新講師陣

講
師
（
五
十
音
順
・
敬
称
略
）

新
た
な
講
師
陣
を
迎
え
、講
義
内
容
が
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ

2019年度

「
健
や
か
親
子
21
」の

思
春
期
の
保
健
対
策
と
は

秋
山 

有
佳

山
梨
大
学
大
学
院
総
合
研
究
部
医
学

域
基
礎
医
学
系
社
会
医
学
講
座
助
教

思
春
期
男
子
の
性
と
健
康
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
に今

井
　
伸

聖
隷
浜
松
病
院
リ
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
長
兼
総
合
性
治
療
科
部
長

思
春
期
に
お
け
る

生
活
習
慣
病
を
予
防
す
る
に
は

コ
ー
ス
リ
ー
ダ
ー
よ
り

安
田 

祐
希

東
京
女
子
医
科
大
学

東
医
療
セ
ン
タ
ー
小
児
科
助
教

北
村 

邦
夫

本
会
理
事
長

思
春
期
女
性
ア
ス
リ
ー
ト
の

健
康
支
援
を
考
え
る江

夏 
亜
希
子

四
季
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長

JFPA思春期保健セミナー®が大きく変わる！
コースⅠ編

思
春
期
保
健
相
談
士
Ⓡ
の
方
も

こ
の
機
会
に
、ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い

http://www.jfpa.or.jp/puberty/consultant/
https://jfpa.jp/seminar/sem/seminar.php?sid=2019-002-084


マークをクリックいただくと関連ウェブサイトをご覧いただけます。古紙配合率70％の再生紙にエコマークインキを用いて印刷しています。
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自
分
や
相
手
を
大
切
に
し
て
い
く
た
め
に

豊と
よ

田た

　
紳の

ぶ

敬た
か

49

豊
田
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
リ
ニ
ッ
ク（
広
島
県
安
芸
郡
熊
野
町
）

産
婦
人
科
医
に
よ
る
性
の
健
康
教
育 

〜
私
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
こ
れ
だ
！

北村 邦夫 著

ピル承認秘話
わが国のピル承認が
これほど遅れた

 本当の理由（わけ）

日本家族計画協会発行

　
熊
野
町
は
、
広
島
市
中
心

部
か
ら
東
へ
12
㌔
㍍
の
、
標

高
約
２
２
０
㍍
に
あ
る
緑
豊

か
な
高
原
盆
地
の
町
で
す
。

２
０
１
８
年
12
月
31
日
現
在

の
人
口
は
２
万
４
１
７
３
人

で
、
ご
多
分
に
漏
れ
ず
高
齢

化
が
進
ん
で
お
り
、
高
齢
化

率
は
お
よ
そ
30
％
で
す
。

　
江
戸
時
代
末
期
か
ら
筆
の

町
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
し

た
が
、
書
道
教
育
の
廃
止
に

伴
い
需
要
が
大
幅
に
減
少
。

１
９
５
０
年
代
中
頃
か
ら
は

化
粧
筆
の
生
産
に
軸
足
を
移

し
、
今
で
は
世
界
中
に
知
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
２
０
１
８
年
に

町
制
１
０
０
周
年
を
迎
え
た

そ
の
７
月
、
ご
存
じ
の
通
り

西
日
本
豪
雨
災
害
で
甚
大
な

被
害
を
受
け
、
12
人
の
尊
い

命
を
失
う
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。

　
虐
待
、性
暴
力
、望
ま
な
い

妊
娠
、非
行
、依
存
症
、自
傷

行
為
、ひ
き
こ
も
り
な
ど「
生

き
づ
ら
さ
」
を
抱
え
た
少
女

た
ち
に
焦
点
を
当
て
ま
す
。

【
講
師
】
橘
ジ
ュ
ン
（
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
Ｂ
Ｏ
Ｎ
Ｄ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
代
表
）

【
内
容
】
10
〜
20
代
の
女
の

子
の
置
か
れ
て
い
る
現
状
／

困
難
を
抱
え
、
帰
る
場
所
が

な
い
女
の
子
た
ち
の
「
今
」

第
13
話　

ピ
ル
承
認
に

前
の
め
り
な
厚
生
省

　
日
本
家
族
計
画
連
盟
に
経

口
避
妊
薬
委
員
会
が
設
置
さ

れ
た
の
は
１
９
６
４
年
６
月

30
日
。
古
屋
芳
雄
、
久
保
秀

史
、
國
井
長
次
郎
、
篠
崎
信

男
、
横
山
フ
ク
、
村
岡
花

子
、
村
松
稔
な
ど
連
盟
の
委

員
20
名
に
加
え
て
、
滝
沢
正

（
厚
生
省
母
子
保
健
課

長
）
、
菊
地
浩
（
厚
生
省
母

1982年、広島大学医学部医学科卒。
大学病院、国立大田病院（現大田市民
病院）、呉共済病院での勤務を経て、98
年、豊田レディー
スクリニックを開
設し、現在に至
る。広島県産婦人
科医会副会長、安
芸地区医師会常任
理事。

豊田　紳敬今月の人

会
が
、
中
央
薬
事
審
議
会

佐
々
貫
之
新
医
薬
品
特
別
部

会
長
や
関
係
課
長
を
招
き
、

同
年
７
月
27
日
に
「
経
口
避

妊
薬
に
関
す
る
薬
務
当
局
の

話
を
聞
く
会
」
を
開
催
し
て

い
る
。

　
当
日
は
、
薬
務
局
担
当
技

官
よ
り
、
経
口
避
妊
薬
の
審

議
経
過
に
つ
き
詳
細
な
説
明

が
あ
り
、
一
応
規
定
の
デ
ー

タ
も
そ
ろ
い
、
中
央
薬
事
審

議
会
に
提
出
で
き
る
体
制
が

整
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ

れ
た
。
経
口
避
妊
薬
と
し
て

の
許
可
申
請
が
出
さ
れ
た
の

は
60
年
12
月
23
日
、
大
日
本

製
薬
の
「
エ
ナ
ビ
ッ
ト
」
が

最
初
。
こ
れ
に
対
し
避
妊
薬

調
査
会
が
数
回
開
か
れ
た

が
、
そ
の
間
、
塩
野
義
製
薬

よ
り
「
ノ
ア
ル
テ
ン
Ｓ

錠
」
、
帝
国
臓
器
製
薬
よ
り

「
ソ
フ
ィ
ア
錠
」
が
相
次
い

で
申
請
さ
れ
た
。
厚
生
省
で

も
特
に
慎
重
を
期
し
、
中
央

薬
事
審
議
会
新
医
薬
品
特
別

部
会
に
諮
り
、
十
分
な
審
議

て
い
る
、
と
い
う
の
が
薬
務

局
側
の
説
明
で
あ
っ
た
。

　
そ
れ
に
対
し
「
日
本
産
科

婦
人
科
学
会
、
日
本
内
分
泌

学
会
等
で
ま
だ
問
題
に
な
っ

て
い
る
点
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
」
「
服
用
方
法
を
間
違

え
た
場
合
の
障
害
（
多
量
服

用
の
問
題
）
」
「
妊
娠
初
期

服
用
と
奇
形
児
の
問
題
」

「
要
指
示
薬
に
し
て
も
結
局

野
放
し
に
な
る
の
で
は
な
い

か
」
等
に
つ
き
質
問
が
出
さ

れ
た
が
、
こ
れ
に
対
し
て

は
、
「
学
会
は
認
め
て
い
る

も
の
と
考
え
て
い
る
」

（
佐
々
部
会
長
）
、
「
決
め

ら
れ
た
方
法
以
外
に
飲
む
こ

と
ま
で
問
題
に
し
て
い
た
ら

き
り
が
な
い
」
（
薬
事
課

長
）
、
「
現
在
流
産
防
止
の

た
め
に
ホ
ル
モ
ン
を
使
用
し

て
い
る
く
ら
い
で
、
妊
娠
初

期
で
も
影
響
は
考
え
ら
れ
な

い
」
（
製
薬
課
担
当
技

官
）
、
「
要
指
示
薬
の
現
状

を
み
る
と
問
題
は
確
か
に
あ

る
が
、
最
近
は
趣
旨
も
徹
底

し
て
き
て
お
り
、
む
や
み
に

売
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
と
思

う
」
（
薬
事
課
長
）
な
ど
の

回
答
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、

こ
の
薬
が
、
次
に
生
ま
れ
て

く
る
胎
児
に
及
ぼ
す
影
響
等

を
心
配
す
る
質
問
者
と
の
間

に
、
考
え
方
の
点
で
相
当
な

隔
た
り
が
あ
っ
た
。

子
保
健
課
技

官
）
、
岩
本

孝
正
（
連
盟

事
務
局
）
な

ど
に
よ
っ
て

構
成
さ
れ
て

い
る
。
　
　

　
こ
の
経
口

避
妊
薬
委
員

検
討
が
な
さ

れ
た
が
、
62

年
7
月
の
部

会
で
は
、

「
経
口
避
妊

薬
の
製
造
承

認
申
請
書
に

添
付
す
べ
き

資
料
」
を
決

め
、
さ
ら
に
厳
重
な
デ
ー
タ

の
提
出
を
求
め
た
。
こ
れ
は

基
礎
実
験
、
臨
床
実
験
共
に

従
来
の
新
薬
で
も
例
の
な
い

程
細
か
い
も
の
で
、
こ
れ
ほ

ど
時
間
を
か
け
慎
重
に
取
り

扱
っ
た
薬
は
初
め
て
（
平
瀨

製
薬
課
長
）
と
の
こ
と
だ
っ

た
。
し
か
し
、
特
殊
な
薬
で

あ
る
か
ら
、
そ
の
用
い
方
に

つ
い
て
は
、
「
要
指
示
薬

品
」
と
し
て
、
医
師
の
処
方

が
な
け
れ
ば
売
れ
な
い
、
と

い
う
こ
と
に
し
た
い
と
考
え

と
必
要
な
支
援
の
在
り
方
／

自
立
の
た
め
の
準
備
を
す
る

拠
点
づ
く
り
な
ど

【
日
時
】
４
月
９
日
㈫
13
時

30
分
〜
15
時
30
分

【
会
場
】
Ｔ
Ｋ
Ｐ
市
ヶ
谷
３

階
（
東
京
都
新
宿
区
）

【
対
象
】
保
健
師
、
助
産

師
、
看
護
師
等
の
有
資
格
者

【
参
加
費
】
会
員
…
無
料
、

非
会
員
…
当
日
参
加
４
千
円

（
会
員
以
外
で
参
加
希
望
の

方
は
、
必
ず
、
本
会
Ｈ
Ｐ
に

あ
る
専
用
申
込
書
で
事
前
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
）

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

☎
03（
３
２
６
９
）４
７
８
５

℻  03（
３
２
６
７
）２
６
５
８

　
豊
田
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
リ
ニ

ッ
ク
を
熊
野
町
に
開
設
し
、

昨
年
20
年
を
迎
え
ま
し
た

が
、
開
業
当
初
か
ら
性
教
育

を
積
極
的
に
行
っ
て
き
ま
し

た
。

　
折
れ
そ
う
な
気
持
ち
を
支

え
て
く
れ
る
の
は
、
講
演
後

の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
書
か
れ
た

生
徒
の
言
葉
で
す
（
写
真
）。

お
世
辞
と
は
分
か
っ
て
い
て

も
、
少
し
は
伝
わ
っ
た
気
が

し
て
明
日
へ
の
大
き
な
活
力

と
な
っ
て
い
ま
す
。
講
演
の

結
び
に
は
「
残
念
な
が
ら
今

は
ま
だ
女
性
に
と
っ
て
生
き

づ
ら
い
社
会
で
す
。
こ
の
社

会
を
変
え
て
い
く
の
は
若
い

君
た
ち
に
し
か
で
き
ま
せ

ん
。
一
人
一
人
の
意
識
が
変

わ
れ
ば
必
ず
社
会
は
変
わ
り

ま
す
。
自
分
や
相
手
を
大
切

　
今
で
も
鮮
烈
な
印
象
が
残

っ
て
い
る
神
戸
連
続
児
童
殺

傷
事
件
、
さ
ら
に
附
属
池
田

小
学
校
事
件
な
ど
、
相
次
い

だ
学
校
内
殺
傷
事
件
を
受

け
、
学
校
側
と
し
て
は
目
前

の
安
全
確
保
が
喫
緊
の
課
題

と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

性
教
育
に
充
て
ら
れ
て
い
た

時
間
は
警
察
関
係
者
に
よ
る

安
全
管
理
の
講
義
に
代
わ
り

ま
し
た
。
結
果
、
中
学
校
の

講
演
は
な
く
な
り
、
高
校
も

１
年
間
は
中
止
と
な
り
ま
し

に
し
て
、
よ
り
住
み
や
す
い

社
会
を
君
た
ち
自
身
の
力
で

つ
く
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
お

願
い
し
て
い
ま
す
。
近
い
将

来
、
結
び
の
言
葉
が
変
わ
る

こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

４
月
の
母
子
保
健
指
導
員
研
修
会  

第
495
回

テ
ー
マ

若
年
女
性
を
取
り
巻
く
状
況

　
抽
象
的
で
具
体
性
に
欠
け

る
演
題
名
で
す
が
、
異
性
で

あ
れ
同
性
で
あ
れ
、
一
人
の

人
格
と
し
て
お
互
い
に
尊
重

し
合
え
る
関
係
を
構
築
し
て

も
ら
い
た
い
、
と
い
う
気
持

ち
を
込
め
て
付
け
ま
し
た
。

性
交
渉
も
含
め
、
全
て
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
相

手
の
気
持
ち
を
尊
重
し
、
ま

た
自
己
否
定
す
る
こ
と
な

く
、
対
等
な
人
格
と
し
て
な

さ
れ
る
べ
き
と
考
え
ま
す
。

　
良
好
な
関
係
性
の
象
徴
と

し
て
、
当
初
演
題
名
の
ス
ラ

イ
ド
に
は
公
園
の
ベ
ン
チ
で

日
な
た
ぼ
っ
こ
を
し
て
い
る

穏
や
か
な
表
情
の
老
夫
婦
を

使
っ
て
い
ま
し
た
。
信
頼
し

合
え
る
パ
ー
ト
ナ
ー
と
穏
や

か
な
人
生
の
後
半
を
過
ご
せ

る
よ
う
に
、
思
春
期
で
あ
る

今
こ
そ
し
っ
か
り
と
考
え
ま

し
ょ
う
、
と
い
う
メ
ッ
セ
ー

ジ
で
し
た
が
、
学
校
関
係
者

か
ら
「
年
寄
り
は
な
い
だ
ろ

う
」
と
却
下
さ
れ
、
３
年
目

か
ら
は
は
つ
ら
つ
と
空
を
見

上
げ
る
高
校
生
ペ
ア
の
写
真

に
差
し
替
え
ま
し
た
。

若
者
た
ち
へ
の
期
待

　
熊
野
町
に
は
小
学
校
が
四

つ
、
中
学
が
二
つ
、
高
校
が

一
つ
あ
り
、
中
学
２
年
生
と

高
校
全
学
年
を
対
象
と
し
て

開
始
し
ま
し
た
。

　
中
学
２
年
生
と
高
校
１
年

生
に
は
「
妊
娠
」
を
中
心
に

「
避
妊
」「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
」「
デ
ー

ト
Ｄ
Ｖ
」
に
つ
い
て
、
高
校

２
年
生
に
は
「
避
妊
」
「
性

感
染
症
」
を
中
心
に
「
デ
ー

ト
Ｄ
Ｖ
」
に
つ
い
て
、
高
校

３
年
生
に
は
「
避
妊
」
「
性

感
染
症
」
「
卵
子
の
老
化
」

を
中
心
に
「
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
」

に
つ
い
て
、
と
多
少
内
容
に

た
。
そ
の
後
、
高
校
で
の
講

演
は
再
開
す
る
こ
と
が
で

き
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま

す
。

　
中
学
生
は
も
と
よ
り
、
で

き
れ
ば
小
学
生
高
学
年
に
も

対
象
を
広
げ
た
い
と
も
く
ろ

ん
で
い
た
私
に
と
っ
て
、
性

教
育
の
機
会
減
少
は
頭
の
痛

い
問
題
で
し
た
。
中
学
生
や

強
弱
を
つ
け
て
講
演
を
行
っ

て
い
ま
す
。
演
題
名
は
全
て

「
自
分
や
相
手
を
大
切
に
し

て
い
く
た
め
に
」
で
す
。

特
別
学
級
の
生
徒
の
妊
娠
と

い
う
現
実
を
目
の
当
た
り
に

す
る
と
、
自
身
の
無
力
さ
に

い
ら
立
ち
は
さ
ら
に
強
く
な

っ
て
い
き
ま
す
。

　
地
区
医
師
会
の
常
任
理
事

と
い
う
立
場
を
活
用
し
て
、

地
区
医
師
会
と
教
育
委
員
会

と
の
連
絡
協
議
会
や
学
校
医

と
養
護
教
諭
と
の
連
絡
協
議

会
の
場
で
性
教
育
の
重
要
性

を
訴
え
、
他
地
区
の
大
学
や

高
校
な
ど
講
演
の
依
頼
が

徐
々
に
増
え
て
き
た
と
こ
ろ

で
す
。

「自分や相手を尊重し大切にしないと」「信頼で
きるパートナーを見つけたい」など、講演後に生
徒から寄せられた、アンケート集計の一部

今
ま
で
の
活
動
に
つ
い
て

「
自
分
や
相
手
を

 

大
切
に
し
て
い
く
た
め
に
」

熊
野
町
と
は

性
教
育
の
現
状

http://www.jfpa-clinic.org/
http://www.jfpa.or.jp/seminar/2018/000821.html
http://www.jfpa-clinic.org/
http://hsmk.jp/products/list.php?transactionid=a263cfabc7b3224a7b40090a6621a3a8defed84d&mode=search&keyword1=&category_id=&keyword2=%E3%81%97%E3%81%BE%E3%81%86%E3%81%BE&search=%E6%A4%9C%E7%B4%A2

